
研

究

ノ

i
ト

戦

後

本

の

ー

i
従
属
的
国
家
独
占
資
本
に
よ
る
再
編
過
程
|
-

日

は

じ

め

に

一
、
原
料
麦
編
成
替

-
輸
入
小
麦
と
独
占
資
本
の
再
生

2

輸
入
小
麦
と
製
粉
工
業

二
、
食
糧
危
機
下
の
製
粉
工
業
育
成

-
食
糧
統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
と
製
粉
工
業

2

委
託
加
工
方
式
下
の
製
粉
工
業
育
成
(
以
上
本
号
〉

一
二
、
輸
入
小
麦
の
増
加
過
程
に
お
け
る
製
粉
工
業
政
策
の
転
換

1

委
託
加
工
方
式
下
の
製
粉
工
業
抑
制
・
整
理

2

原
料
「
買
取
加
工
論
」
の
拾
頭

四
、
原
料
麦
編
成
替
後
の
中
小
企
業
の
没
落

五
、
「
高
度
経
済
成
長
L

期
の
製
粉
資
本
の
集
積
・
集
中

六
、
「
開
放
経
済
体
制
」
下
の
製
粉
工
業
「
近
代
化
一
政
策

む

す

び

主t
 じ

戦
前
、
帝
国
主
義
的
進
出
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
、
「
日
満
支
経
済
ブ
ロ

め

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

製

粉

::r= 

業

(上〉

中

清

人

内

ツ
ク
し
建
設
を
計
画
し
た
政
府
は
「
軍
事
的
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
」
の
必
要
か

ら
、
昭
和
七
年
に
「
小
麦
増
産
五
ヶ
年
計
画
」
を
た
て
た
。
こ
れ
は
輸
入

関
税
の
引
上
、
け
と
技
術
改
良
を
主
要
手
段
と
す
る
計
画
で
あ
り
、
内
麦
生

産
量
は
昭
和
八
年
に
一

O
O万
ト
ン
を
突
破
し
、
一
五
年
に
は
一
八

O
万

ト
ン
に
及
ん
だ
。
こ
の
た
め
「
内
需
内
麦
外
需
外
麦
」
の
ほ
ぼ
完
全
な

「
加
工
貿
易
」
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
半
封
建
的
零
細
農
耕
の
生
産
力

は
、
反
収
頭
打
ち
、
生
産
費
上
昇
と
い
う
結
果
を
ま
ね
き
、
「
日
満
支
経

済
P

フ
ロ
ッ
ク
」
内
の
食
糧
自
給
体
制
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

小
麦
は
主
に
製
粉
し
て
食
さ
れ
る
。
日
本
の
製
粉
企
業
も
「
白
満
支
経

済
ボ
フ
ロ
ッ
ク
」
建
設
の
一
環
と
し
て
、
三
七
万
ト
ン
(
昭
和
八
一

O
年

平
均
)
の
小
麦
粉
を
横
民
地
、
半
植
民
地
へ
輸
出
し
た
。
朝
鮮
、
台
湾
へ

の
輸
出
は
完
全
な
植
民
地
貿
易
で
あ
り
、
満
州
へ
も
健
儲
政
権
を
た
て
、

昭
和
九
年
に
は
小
麦
・
小
麦
粉
の
輸
入
関
税
を
新
設
さ
せ
、
一
一
年
に
は

外
国
粉
愉
入
許
可
制
を
し
か
せ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
粉
を
締
出
し
て
の
商



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

品
、
資
本
の
輪
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
植
民
地
貿
易
に
祈
躍
し
た
土
坊
が
大

製
粉
資
本
の
「
海
工
場
し
で
あ
る
。
昭
和
九

l
一
四
年
当
時
は
大
製
粉
企

業
に
よ
る
積
極
的
な
大
陸
、
台
湾
へ
の
資
本
輸
出
期
で
あ
り
、
合
弁
会
社

を
含
め
て
会
社
数
は
一
五
、
工
場
数
は
五
四
を
数
え
、
生
産
能
力
は
合
計

五
三
、
七
九
ニ
バ
ー
レ
ル
吉
田

5--
二
四
時
間
に
小
麦
粉
一
九
六
ポ
ン

ド

H
約
八
八
・
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
生
産
で
き
る
能
カ
を
意
味
す
る
)
に
及

ん
だ
。
こ
れ
は
当
時
の
的
地
能
力
の
六

C
l七
O
%
に
相
当
す
る
。

日
本
帝
国
主
義
の
崩
壊
に
よ
り
、
ふ
れ
ら
海
外
能
力
は
接
収
せ
ら
れ
、

国
内
抱
力
も
企
業
整
備
、
戦
災
な
ど
に
よ
っ
て
、
終
戦
時
に
は
戦
前
最
高

の
コ
一
分
の
一
以
下
に
減
少
し
た
。

見
在
小
麦
輸
入
量
は
年
間
約
四

O
Q万
ト
ン
に
お
よ
び
、
米
生
度
比
一
旦
の

約
三
分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
前
の
植
民
地
米
移
入
と
い
う
帝
国
主
義

国
の
低
米
価
低
賃
銀
政
策
に
代
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
配
下
に
お
か

れ
た
従
属
国
の
低
米
価
低
賃
銀
政
策
の
結
果
で
あ
る
。
戦
後
の
製
粉
工
業

政
策
の
基
調
と
な
る
も
の
は
、
低
米
価
低
賃
銀
政
策
の
前
提
と
し
て
の
低

価
格
小
麦
粉
の
確
保
に
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
前
帝
国
主
義
進
出
の
一
環
を

担
っ
た
製
粉
工
業
も
、
戦
後
は
こ
の
基
調
に
そ
い
ア
メ
リ
カ
余
剰
麦
の
日

木
市
場
開
拓
機
関
と
し
て
復
旧
し
た
。
本
ノ
l
ト
は
、
従
属
的
問
家
独
占

資
本
に
よ
る
日
本
経
済
の
従
属
国
的
再
編
政
策
の
一
環
と
し
て
の
、
製
粉

工
業
政
策
の
跡
を
祖
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

原
料
麦
編
成
替

ー
、
輸
入
小
麦
と
独
占
資
本
の
再
生

製
粉
工
業
の
再
編
は
附
入
麦
の
増
加
を
前
提
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

ま
ず
輸
入
麦
増
加
の
原
因
を
み
る
。

社
会
的
分
業
は
採
取
業
か
ら
の
加
工
業
の
分
離
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
。

「
機
械
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
一
国
の
工
業
は
主
と
し
て
自
国
の
土
地

の
生
産
物
で
あ
る
原
料
を
も
と
に
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
」
。
し
か

し
、
「
機
械
の
発
明
は
製
造
工
業
と
農
業
と
の
分
離
を
な
し
と
げ
た
」
o

寸
な
わ
ち
、
産
業
革
命
は
、
加
工
業
が
自
国
の
土
地
生
皮
物
と
無
関
係
で
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河
川

-zd刈
湖
沼
判
記
丸

一
正
直
直
|
汁
げ
は
ー
は
げ
は
片
岡
1
|川
b
|
叩
旧
工
会

由
。
一
川
町
一

u
u
m
恥

…

山

川

町

一

則

印

刷

山

川

町

田

一

U

占
「
一
円
「
1

i

l

l

-

説

7
ノ

一

角

イ

一

1

5

1

2

9

1

4

9

1

3

5

2

0

E

且

O

剛

一

ケ

尽

一

5
5
ι
υ
O
に

D
1
4
0
J
6
n
u
5
ハ
V

7

r
、3

唯

一

ト

一

9

9

4

9

2

9

1

1

0

7

7

6

5

一

1

ノ一日

変一

4

一

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

一

輪

手

ト
い
下
;
い
は
i

げ
凶
ー
凡
阿
川
川
1
1

一
げ
げ
一
帯

骨
一
麦
量
一

8
ω

川
内
町
田
市
同
臼

U

U

円
引
制
必
一
小
!

田
川
町
日
仏
一

3

6

6

川

υ

M

M

M

引

μ

M

M
一
ル
書

外

U
仏間下
H
1
4
1
1
J
1
l
l
1卜
1
r
1ト
十
k
ト
ド
わ
い
i
一
報
白

と
一
面
叩
〕
一

M

H

勾

沌

必

臼

倒

お

幻

初

口

臼

U

U

一
年
済

貴
付
(
仰
一

8

7

6

5

7

7

7

7

7

6

6

6

6

6

E

経

産
一
作
相
川
山
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
-
-
享一
l

E
一

村

一

2

K

M

3

汗

は

9

3

は

治

広

M
S
E昌
虫
土

安

一

院

一

幻

必

臼

抗

日

住

お

広

田

氏

反

面

恥

小

一

一

問

量

一

一

「

i
m

産
一
刷
用
一
叫
必
|
出

lm吋
叫
判
州
判
叫
叫
叫
吋
制
ー
は
一
し

内

一

勺

主

一

7

9

6

7

2

3

3

4

5

3

5

企

3
3
・
一
旦
旦
父

開

一

州

安

量

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

豆
た

)一

lull一1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1

ー

l

互
」

1

一

豹

一

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

一

麦

濫

去

一

昭

庁

2

2

2

2

2

2

2

2

2

J

3

3

3

青
銅



あ
り
う
る
条
件
を
創
出
し
た
。
し
た
、
か
つ
て
、
産
業
革
命
以
後
は
あ
る
加

工
業
が
、
白
惜
の
土
地
生
産
物
を
原
料
と
す
る
か
、
輸
入
原
料
に
依
存
す

る
か
は
、
当
一
該
国
の
再
生
産
構
造
H

資
本
蓄
積
構
造
に
よ
る
。
製
粉
工
業

に
つ
い
て
も
事
態
は
同
じ
で
あ
る
。
原
支
を
、
白
同
の
一
農
業
に
依
存
す
る

か
、
輸
入
麦
に
依
存
す
る
か
は
、
当
該
国
の
資
本
蓄
積
構
告
に
規
定
さ
れ

る。
昭
和
二
O
年
八
月
一
五
日
、
日
本
帝
問
主
義
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
地
主

制
・
零
細
農
耕
と
こ
れ
を
補
足
す
る
植
民
地
農
業
、
こ
の
両
者
の
う
え
に

た
つ
帝
国
主
義
的
食
糧
政
策
は
破
綻
し
た
。
ま
た
第
二
次
大
戦
中
の
軍
事

力
増
強
の
た
め
、
農
業
生
産
手
段
・
労
働
力
は
犠
牲
と
さ
れ
、
昭
和
二
O

年
産
米
五
八
万
ト
ン
は
昭
和
八
i
一
一
一
年
平
均
の
六
二
%
、
昭
和
一
七
年

産
米
一

0
0
0万
ト
ン
の
五
九
%
に
減
少
し
た
。
内
小
麦
生
産
量
は
昭
和

二
O
年
に
九
四
万
ト
ン
、
一
二
年
に
は
六
二
万
ト
ン
、
二
二
年
に
は
七
七

万
ト
ン
で
あ
り
平
均
し
て
七
七
万
ト
ン
で
戦
前
最
高
の
昭
和
一
五
年
の
生

産
最
一
七
九
万
ト
ン
の
四
二
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
引
揚
者
な
ど
に
よ

っ
て
国
内
人
口
は
増
加
し
、
甘
薯
、
馬
鈴
薯
、
澱
粉
な
ど
が
)
く
わ
え
て
も

食
組
不
足
量
は
約
一
、
四
五
O
万
石
と
推
定
さ
れ
た
。

政
一
加
は
食
糧
増
産
政
策
(
政
府
が
追
求
L
た
低
食
糧
価
格
政
策
卜
℃
は
実
現
図

難
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
て
ア
メ
リ
カ
権
力
を
背
景
と
し
て
の
供

出
促
進
政
策
ハ
強
権
供
出
)
、
未
利
用
資
源
開
発
政
策
、
食
糧
輸
入
政
策
な

ど
を
と
っ
た
。
な
か
で
も
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
食
糧
輸
入
政
策
で
あ

っ
た
。
輸
入
麦
、
か
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
に
組
込
ま
れ
る
過
程
を

整
理
し
て
お
こ
う
。

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
連
合
国
軍
の
管
理
下
会
事
実
上

は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
行
班
ド
)
に
お
か
れ
、
政
治
と
経
済
(
財
政
、
金
融
、

貿
易
な
ど
)
の
全
分
野
を
支
配
さ
れ
た
た
め
、
輸
入
に
は
許
可
が
必
要
で
あ

っーに。占
領
初
則
の
「
民
主
化
L

時
代
に
は
壮
界
的
食
糧
不
足
期
で
あ
り
、
世

界
の
米
不
足
量
は
二
三
O
O
万
ト
ン
、
小
麦
不
足
量
は
六
七
Q
O
万

ト
ン
と
准
定
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
米
輸
出
余
力
は
戦
前
の
五
O
%
以
下
に
低

下
し
て
い
た
。
世
界
人
口
一
人
あ
た
り
の
食
糧
生
産
量
対
前
年
比
は
二
一

%
の
減
少
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
飢
餓
状
態
に
あ
っ

た
。
こ
の
事
態
下
で
政
府
は
連
合
軍
司
令
部
に
食
糧
愉
入
を
要
請
し
た

(
昭
和
二
Q
年
一
O
月
一
一
六
日
)
。

こ
れ
に
た
い
し
て
司
令
部
は
付
タ
レ
ジ
ッ
ト
は
認
め
ず
見
返
り
物
資
の

愉
出
が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
食
糧
の
輸
入
機
関
を
始
め
輸
送
、

労
務
、
配
給
等
各
機
関
の
確
立
が
完
全
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
国
内
に
お
け
る
食
糧
飢
鰻
解
決
の
為
の
努
力
が
真
剣
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
輸
入
食
糧
の
全
量
は
世
界
の
食
糧
事
情
を
検
討

し
た
後
決
定
さ
れ
る
」
と
の
条
件
付
許
可
指
令
生
だ
し
た
。

さ
ら
に
、
輸
出
米
を
管
理
し
、
各
国
に
割
当
て
L

い
た
国
際
緊
急
食
援

委
員
会

(
E
S『
E
2
0
ロ
ω
一
切
H
H

百
m
g
Q
司
c
c
L
n
o
E
2
2
2
)
は
ア
ジ
ア

の
米
の
減
産
の
責
任
は
戦
争
を
開
一
月
ル
一
た
日
本
も
負
う
へ
き
だ
と
し
て
、

日
本
へ
の
米
輸
出
割
当
を
担
在
し
た
。
戦
後
こ
の
時
期
の
愉
入
食
糧
は
こ

の
よ
う
な
位
界
的
な
食
糧
不
足
を
背
景
に
僅
少
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一
一
J

三
年
ま
で
の
外
小
麦
愉
入
量
は
年
平
均
五
八
万
ト
ン
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

一一一一一



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

す
べ
て
「
援
民
輸
入
で
あ
っ
た
(
表
1
、

2
)
。

し
か
し
、
こ
の
輸
入
食
糧
は
二
重
の
意
味
で
戦
後
の
日
本
独
占
資
本

主
義
体
制
の
再
編
強
化
に
役
立
っ
た
。
ま
ず
、
食
糧
と
し
て
の
使
用
価
値

に
お
い
て
、
食
糧
危
機
を
緩
和
し
、
ま
た
偽
米
価
低
賃
銀
政
策
ハ
傾
斜
生

定
方
式
の
一
環
と
し
て
と
ら
れ
た
「
新
物
価
体
系
」
な
ど
)
を
補
強
し

た
。
こ
の
「
援
助
」
食
糧
輸
入
量
の
食
糧
需
給
量
に
占
め
る
割
合
は
昭
和

一
一
一
米
穀
年
度
に
八
・
六
%
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
二
米
穀
年
度
に

は
二
一
・
一
一
一
%
、
二
三
、
二
四
米
穀
年
度
に
は
約
二
O
%
を
占
め
て
い
た

ハ表
3
〉。

さ
ら
に
、
「
援
助
」
輸
入
食
糧
は
そ
の
売
上
代
金
の
面
に
お
い
て
、
各

時
期
に
独
占
資
本
の
強
化
資
金
と
な
っ
た
。
戦
後
初
期
に
は
「
見
え
ざ

る
輸
出
入
補
給
金
」
と
し
て
独
占
資
本
の
再
生
強
化
に
使
用
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
食
糧
売
払
代
金
が
大
半
を
占
め
る
「
援
助
」
物
資
売
払
代
金
は
一

九
四
九
年
(
一
九
四
五
l
四
九
年
三
月
ま
で
総
額
約
一
O
億
五
、
0
0
0

万
ド
ル
)
ま
で
は
貿
易
特
別
会
計
に
組
込
ま
れ
、
政
府
が
「
輸
入
物
資
を

(
輸
入
価
格
よ
り
〉
割
安
に
払
下
げ
:
:
、
輸
出
物
資
を
戸
輸
出
価
格

よ
り
)
割
高
に
買
上
げ
」

4

門
(
)
内
引
用
者
)
る
差
額
の
赤
字
穴
う

め
に
利
用
さ
れ
、
日
本
独
占
資
本
の
生
産
拡
大
と
、
輸
出
拡
大
の
た
め
に

不
可
欠
の
資
金
と
な
っ
た
。
ま
た
「
援
防
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ァ

メ
り
カ
独
占
資
本
の
市
場
拡
大
、
最
大
限
刺
潤
の
事
侶
げ
を
可
能
な
ら
し
め

る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
米
麦
の
国
別
輸
入
量
を
み
る
に
(
表
4
)
、

米
は
昭
和
二
二
年
ま
で
、
大
変
は
二
三
年
ま
で
、
小
麦
は
二
四
年
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
一
0
0
%
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。
米
麦
の
み
な
ら
ず

一
二
四

ハ
5
〉

ア
メ
リ
カ
は
物
資
を
「
一
般
に
国
際
市
場
価
格
よ
り
も
高
く
」
日
本
に
輸

出
し
て
お
り
、
「
援
助
」
基
金
に
よ
る
物
資
輸
出
は
そ
れ
自
体
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
市
場
拡
大
と
な
り
、
独
占
利
潤
の
確
保
守
}
保
障
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
「
援
助
」
食
糧
の
中
心
は
小
麦
で
あ
り
、
「
ア
メ
リ
カ
小

麦
で
つ
く
っ
た
パ

γ
の
強
制
配
給
制
度
し
が
日
本
の
パ
ン
加
工
技
術
の
主

流
を
ア
メ
リ
カ
風
に
編
成
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
外
麦
の
長
期
の

安
定
し
た
市
場
を
創
立
し
た
点
に
お
い
て
、
量
は
僅
少
で
あ
っ
た
と
は
い

え
こ
の
期
の
「
援
助
」
小
麦
の
果
し
た
役
割
は
大
き
い
。

こ
の
昭
和
二
三
年
ま
で
に
比
し
、
昭
和
二
四
年
、
外
小
麦
輸
入
量
対
前

年
比
は
二
八
O
%
の
増
加
率
を
示
し
、
輸
入
数
量
は
二
O
O
万
ト
ン
近
く

に
な
り
、
日
出
内
生
産
量
を
は
る
か
に
超
過
し
た
(
こ
の
た
め
、
昭
和
二
五

年
に
は
政
府
の
供
出
割
当
量
は
減
少
し
、
二
六
年
以
降
内
小
麦
作
付
面
積

も
減
少
し
た
〉
。
こ
の
輸
入
麦
の
九
九
%
弱
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
年
か
ら
、
「
援
助
L

輸
入
以
外
に
「
商
業
輸
入
」
が

始
っ
た
が
そ
の
輸
入
量
は
全
輸
入
量
の
一
O
%
に
す
、
ぎ
な
い
(
表
2
)
。

こ
の
急
訟
な
小
麦
輸
入
量
の
増
加
は
世
界
情
勢
、
と
く
に
ア
ジ
ア
情
勢

の
変
化
を
背
景
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
の
一
変
化
と
、
ア
メ
リ

カ
国
内
の
余
剰
農
産
物
の
増
加
が
原
因
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
終
結
の
翌
年
、
一
九
四
六
年
一
二
月
五
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は

ア
メ
リ
カ
、
ミ
ズ
l
リ
州
フ
ル
ト
ン
市
で
の
一
K
ソ
演
説
で
「
鉄
の
カ
ー
テ

ン
」
を
さ
け
び
、
一
九
四
七
年
三
月
の
ト
ル
l
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
よ

っ
て
、
「
冷
戦
」
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
(
一
九
四
八
、

四
〉
、
朝
鮮
人
民
民
主
主
義
共
和
国
の
成
立
、
中
国
共
産
党
勝
利
の
決
定
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
麦
生
産
量
も
一
九
四
八
年
に
は
戦
前
水
準
を
七
%
上
廻

っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
の
農
業
保
護
政
策
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
産

物
生
産
量
は
増
加
し
、
と
く
に
一
九
四
八
年
に
は
玉
局
黍
、
綿
花
の
生
産
量

は
急
増
し
、
過
剰
生
崖
と
な
っ
た
。
小
麦
持
越
量
は
一
九
四
七
年
の
八
、

四
O
Q
万
プ
ッ
セ
ル
を
最
低
に
そ
の
後
年
々
…
増
加
し
、
一
九
五
O
年
に
は

四
億
二
、
五
O
O
万
プ
ッ
セ
ル
、
一
九
五
五
年
に
は
一
O
億
三
、

0
0
0

万
ブ
ッ
セ
ル
に
増
加
し
た
。

C
C
C
(の
0
5
5
0岳
々
の
月
岳
刊
の
D
G
o
g
-

E
口
)
の
小
麦
在
庫
量
は
一
九
五
二
年
に
三
億
六
、

0
0
0万
ド
ル
、
五

五
年
に
は
二
五
億
五
、
つ

0
0万
ド
ル
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

は
こ
の
小
麦
、
綿
花
な
ど
の
余
剰
農
産
物
を
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を
中

心
と
す
る
世
界
戦
略
体
制
確
立
の
横
粁
と
し
て
利
用
す
る
一
石
二
鳥
の
政

策
を
と
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
六
ヶ
国
に
た
い
し
て
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
(
一
九

四
八
l
五
四
・
六
、
「
援
助
」
総
額
一
一
一
O
億
ド
ル
)
で
あ
り
、
日
本
に

た
い
し
て
は
「
占
領
地
救
済
基
金
(
の
D
2
5
5
2ユ
〉
2
0
5同
町

2

m己
主

5
。
お
ロ
匂
W
L
〉

5
2
)
」
(
た
い
A

し
、
初
期
の
ガ
リ
オ
ア
基
金
に
よ
る
輸

入
が
積
極
的
に
軍
事
基
地
化
を
意
図
し
た
と
は
い
え
な
い
)
と
「
占
領

地
経
済
復
興
基
金
白
S
ロ
G
E
R
F
E
Z
E
r
oロ
E
。
n
2
3
L
k
r
g凹)」

に
よ
る
「
援
坊
」
、
「
相
互
安
全
保
障
法
(
玄
E
Z己
ω
2己
石
〉
口
付
〉
」
と

「
農
業
貿
易
発
展
援
助
法
(
寸
宮
〉
悶
雪
吋
コ
】

E
円

2ロ己
-rE門g己門E三位L-
、吋阿吋4

吋Sω
仏
舟
巾
り
F∞2〈め

乙

}r己毛司
g号伶
gロ門

ωg口《仏
同
〉

E3↑ω

と
「
援
劫
」
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
m

要
請
量
一
を
大
巾
に
上
廻
っ
た
昭
和
二
四
年
の
小
麦
を
中
心

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

と
す
る
こ
の
食
糧
輸
入
量
の
増
加
は
、
植
民
地
農
業
で
国
内
の
農
業
生
産

力
の
低
位
を
補
足
し
て
き
た
日
本
資
本
主
義
が
、
帝
国
主
義
支
配
体
制
強

化
の
た
め
に
臼
木
を
急
速
に
軍
事
基
地
化
す
る
必
要
の
あ
っ
た
余
剰
農
産

物
保
有
国
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
配
下
に
、
お
か
れ
た
こ
と
を
原
因
と

す
る
。こ

の
対
日
占
領
政
策
の
変
化
は
、
輸
入
物
資
売
上
代
金
の
使
途
を
も
変

え
た
。
「
援
助
」
資
金
は
昭
和
二
四
年
四
月
か
ら
二
五
年
三
月
ま
で
は

「
貿
易
特
別
会
計
」
の
「
援
助
物
資
勘
定
」
か
ら
、
そ
れ
い
ご
は
「
米
国
対

日
援
助
物
資
等
処
理
特
別
会
計
」
か
ら
、
「
見
返
資
金
特
別
会
計
」
に
組
込

ま
れ
、
総
司
令
官
の
許
可
の
も
と
に
使
用
き
れ
た
。

「
見
返
資
金
」
の
使
用
目
的
は
通
貨
と
財
政
の
安
定
(
イ
ン
フ
レ
収

束
)
と
経
済
の
再
建
(
基
幹
産
業
の
復
興
)
に
あ
る
と
せ
ら
れ
、
昭
和
二

四
年
度
に
は
復
金
融
資
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
収
束
に
重
点
が
お
か
れ
、

同
年
度
中
に
六
二
四
億
六
四
O
O
万
円
(
総
支
出
額
一
一
回
O
億
七
一
O

O
万
円
の
五
五
%
〉
が
債
務
償
還
に
あ
て
ら
れ
た
。
残
り
の
四
六
%
が
企

業
投
資
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ご
企
業
投
資
へ
の
支
出
率
は
増
加
し

二
五
会
計
年
度
に
は
総
支
出
額
の
九
O
%
、
二
六
会
計
年
度
に
は
五
八
%
、

二
七
会
計
年
度
に
は
九
九
%
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
額
は
昭
和
二
四
1

二

八
会
計
年
度
で
二
、
七
一
二
億
八
、

0
0
0万
円
に
達
し
た
。
同
期
間
の

民
間
産
業
設
備
資
金
の
う
ち
の
外
部
調
達
分
に
占
め
る
「
見
返
資
金
特
別

会
計
L

運
用
資
金
の
割
合
は
二
六
%
で
あ
る
。
産
業
別
投
資
先
は
生
産
の

陸
路
と
な
っ
て
い
た
電
力
、
悶
際
収
支
上
重
要
な
海
運
に
重
点
が
お
か
れ
、

こ
の
両
産
業
で
民
間
産
業
段
資
額
の
八
O
%
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
昭
和

戸七



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

二
四
年
度
か
ら
一
一
六
年
度
の
一
一
一
年
間
に
電
力
拡
充
に
投
下
さ
れ
た
設
備
資

金
は
一
、
一
五
七
億
円
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち
の
に
一
八
%
〈
四
三
二
億

円
)
は
「
見
返
資
金
特
別
会
計
」
か
ら
運
用
さ
れ
た
。
海
運
船
舶
保
有
量

は
昭
和
二
O
年
二
一
月
に
約
一
三
四
万
ト
γ
で
、
戦
前
の
三
分
の
て
う

ち
稼
動
船
腹
は
七
四
万
ト
ン
で
戦
前
の
二
割
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
四
年
ー
度

以
降
三
年
間
の
船
舶
新
造
、
改
造
資
金
は
一
、
O
四
六
億
円
と
推
定
さ

れ
、
う
ち
「
見
返
資
企
稀
明
会
計
」
か
ら
の
運
用
額
ほ
四
七
三
億
円
で
百

五
%
強
を
占
め
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
占
領
政
策
の
転
換
と
と
も
に
「
援
助
」
食
糧
は
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
体
制
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
強
く
日
本
を
組
込

む
横
粁
と
せ
ら
れ
、
日
本
資
木
主
義
に
と
っ
て
は
「
安
く
つ
く
」
低
米
価

低
労
賃
政
策
で
あ
り
、
そ
の
売
払
代
金
は
日
本
資
本
主
義
の
従
底
的
拡
大

再
生
産
の
た
め
に
「
経
済
安
定
」
と
基
幹
産
業
部
門
に
投
資
さ
れ
た
。

対
日
「
援
助
」
は
特
需
の
発
生
と
輸
出
伸
長
を
理
由
に
、
二
六
年
七
月

打
切
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
「
見
返
資
金
特
別
会
計
」
は
先
細
り
と
な
り
、

公
企
業
へ
の
投
資
は
昭
和
二
六
年
以
降
、
資
金
運
用
部
に
よ
っ
て
、
私
企

業
へ
の
投
資
は
政
府
金
融
機
関
を
つ
う
じ
て
間
接
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
二
七
年
秋
、
私
企
業
へ
の
貸
付
は
開
発
銀
行
に
継
続
さ

れ
、
「
見
返
資
金
特
別
会
計
」
は
昭
和
二
八
年
七
月
「
産
業
投
資
特
別
会

計
」
に
吸
収
さ
れ
た
。

こ
の
間
外
麦
は
年
同
二
ハ
O
i
一
七
O
万
ト
ン
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
六
年
八
月
に
は
国
際
小
麦
協
定
に
加
入
し
、
同
協
定
に
上
り
一
年

五
O
万
ト
ン
を
輸
入
す
る
こ
と
与
な
っ
た
。
昭
和
二
七
年
に
は
麦
類
の
統

八

制
、
が
廃
止
さ
れ
、
昭
和
二
八
年
に
は
国
内
の
イ
ン
フ
レ
昂
進
に
加
速
き
れ

て
、
内
小
麦
と
外
小
麦
の
価
格
比
は
逆
転
し
た
。
内
麦
生
産
量
は
反
収
増
加

で
、
作
付
面
積
の
減
少
に
は
比
例
し
て
い
な
い
が
減
少
傾
向
に
う
つ
っ
た
。

昭
和
一
一
九
年
、
外
麦
輸
入
量
は
対
前
年
比
一
四
O
だ
の
増
加
を
示
し
、

輸
入
量
は
二
Q
O
万
ト
ン
を
突
破
し
た
。
こ
の
輸
入
増
加
は
M
S
A
協
定

〈
臼
)

に
と
も
な
う
「
M
S
A
小
麦
」
の
輸
入
で
あ
る
。

朝
鮮
戦
争
に
と
も
な
う
特
需
は
、
経
済
安
定
九
原
則
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ

ン
下
で
沈
滞
し
て
い
た
日
本
産
業
の
た
め
に
市
場
合
}
創
出
し
た
。
ど
う
じ

に
日
本
「
経
済
の
軍
需
北
お
よ
び
従
属
性
」
、
国
内
物
価
の
国
際
価
格
か

ら
の
か
い
離
を
も
た
ら
し
た
。
特
需
を
再
生
産
構
造
の
一
環
に
組
込
ん
だ

日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
朝
鮮
戦
争
休
戦
交
渉
開
始
に
よ
る
特
需
の
減
少

は
不
況
要
因
で
あ
っ
た
。
特
需
に
北
町
J

も
の
と
し
て
追
求
し
た
「
日
米
経

済
協
力
」
は
予
期
し
た
成
呆
を
あ
げ
、
ず
、
独
占
資
本
は
単
独
講
和
条
約
、

日
米
安
全
保
障
条
約
、

M
S
A
協
定
(
相
互
安
全
保
障
法
)
を
締
結
し
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
帝
国
主
義
体
制
の
一
環
と
し
て
、
安
保
体
制
の

な
か
で
工
業
生
産
の
発
展
(
経
済
の
軍
需
化
)
を
は
か
っ
た
。

こ
の

M
S
A
協
定
に
よ
っ
て
総
額
一
億

4
0
0
0万
ド
ル
の
「
援
助
」

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
う
ち
五
、

0
0
0万
ド
ル
で
ア
メ
リ

カ
余
剰
農
産
物
を
輸
入
し
た
。
内
訳
は
小
麦
六
一
万
ト
ン
、
大
麦
一
一
・

二
万
ト
ン
で
あ
り
、
こ
の
小
麦
六
一
万
ト
ン
は
、
一
九
五
一
年
l
五
三
年

の
平
均
小
麦
輸
入
呈
の
一
二
」
一
ハ
・
六
%
、
内
麦
生
産
量
の
四
O
M
強
に
あ
た

る
。
等
価
一
八
O
一
億
円
、
か
ア
メ
リ
カ
政
府
の
特
別
勘
定
に
積
立
て
ら
れ

た
。
こ
の
八
O
%
が
ア
メ
リ
カ
軍
物
資
の
日
本
で
の
調
達
分
に
ま
わ
さ



れ
、
残
り
の
二
O
%
(
三
六
億
円
〉
が
贈
与
分
と
し
て
、
日
本
の
軍
需
産

業
(
と
く
に

JK
ッ
ト
航
空
機
産
業
)
と
そ
の
関
連
産
業
に
融
資
さ
れ
る

こ
と
与
な
っ
た
。

「
M
S
A
小
麦
」
は
現
地
通
貨
で
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
通
常

輸
入
量
に
代
替
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
ア
メ
リ
カ
船
舶
を
使
用
す
る
、
な

ど
の
条
件
、
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
へ
の

「
援
肪
」
を
よ
り
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
ま
た
防
衛
費
増
額
の
た
め

に
、
農
林
予
算
の
削
減
を
要
求
し
た
。

こ
の
M
S
A
協
定
に
つ
づ
い
て
、
一
九
五
四
年
、
「
農
産
物
貿
易
発
展

援
助
法
(
公
法
四
八
O
号
)
」
に
よ
る
第
一
次
余
剰
農
産
物
購
入
協
定
が

締
結
さ
れ
、
八
、
五
O
O
万
ド
ル
(
小
麦
三
四
万
ト
ン
、
米
一
O
万
ト
ン

な
ど
)
の
余
剰
農
産
物
が
輸
入
さ
れ
た
。
米
の
大
豊
作
と
い
う
条
件
下
で

締
結
さ
れ
た
第
二
次
協
定
で
六
、
五
八
O
万
ド
ル
(
小
麦
四
五
万
ト
ン
、

大
麦
一
O
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
飼
料
な
ど
一
一
万
ト
ン
な
ど
)
の

余
剰
農
産
物
輸
入
が
決
定
し
た
。
第
一
次
協
定
分
中
三
O
M
(
九
一
億
八

千
万
円
)
は
ア
メ
リ
カ
政
府
使
用
、
七
O
%
(
一
二
四
億
二
千
万
円
)
は

日
本
の
借
款
と
し
て
財
政
投
融
資
資
金
に
使
用
さ
れ
た
。
第
二
次
協
定
で

は
、
日
一
本
政
府
借
款
分
は
七
五
%
(
一
七
七
億
六
六
O
O
万
円
〉
に
増
加

し
た
。
こ
れ
も
財
政
投
融
資
資
金
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

M
S
A
協
定
に

伴
う
輸
入
麦
、
お
よ
び
「
農
産
物
貿
易
発
展
援
助
法
」
に
よ
る
輸
入
農
産

物
は
、
食
糧
需
給
を
考
慮
し
て
の
輸
入
で
は
な
く
、
財
政
資
金
を
考
慮
し

て
の
輸
入
で
あ
っ
た
。

戦
後
輸
入
農
産
物
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
被
占
領
下
で
、
占
領
国
か
ら
の

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

「
援
助
」
輸
入
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
数
量
は
「
援

助
」
打
切
り
の
昭
和
二
六
年
ま
で
に
、
米
麦
全
輸
入
量
の
六
九
克
(
小
麦

の
み
で
は
九
二
%
強
)
を
占
め
て
い
た
。
ま
た
こ
の
「
援
助
」
食
糧
売
上

代
金
は
、
現
地
通
貨
で
あ
り
、
受
入
国
に
お
い
て
積
立
て
ら
れ
、
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
を
頂
点
と
す
る
世
界
帝
国
主
義
体
制
の
一
環
と
し
て
、
日
本

を
組
込
む
テ
コ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
役
割
を
も
っ
て
お
り
、
日
本

独
占
資
本
は
こ
れ
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、
戦
後
の
再
編
強
化
を
と
げ

た。
こ
の
よ
う
な
機
構
で
輸
入
さ
れ
る
食
糧
は
、
圏
内
需
給
を
考
慮
せ
ぬ
も

の
で
あ
り
、
(
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
の
押
し
つ
け
輸
入
、
経
済
「
援
助
」

H
帝
国
主
義
体
制
の
強
化
目
的
の
輸
入
て
そ
れ
だ
け
国
内
農
業
の
破
壊
を

強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
内
小
麦
の
作
付
面
積
は
昭
和
二
五
年
の
七
四
万

六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
最
高
に
以
後
減
少
し
、
昭
和
三
九
年
に
は
五
O
万
八

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
昭
和
二
五
年
の
六
八
%
)
と
な
り
、
現
在
内
麦
生
産
量
は

国
内
需
要
量
の
ほ
X
四
分
の
一
の
一
二
O
万
ト
ン
に
す
ぎ
な
い
。
国
内
農

業
は
、
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
と
競
合
し
な
い
方
向
へ
の
「
撲
択
的
拡
大
」

政
策
が
と
ら
れ
国
内
農
業
生
産
範
囲
は
除
々
に
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

外
麦
政
府
輸
入
価
格
は
昭
和
二
七
年
よ
り
政
府
売
渡
価
格
よ
り
安
く
な

り
、
食
管
会
計
の
ド
ル
箱
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
戦
後

数
年
に
し
て
食
糧
消
費
構
造
を
大
き
く
変
っ
た
。
「
も
し
、
米
食
を
七
割

に
減
ら
し
て
麦
食
を
三
倍
に
す
る
と
い
う
大
巾
な
変
革
を
自
然
の
食
習
慣

の
変
化
に
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
数
十
年
か
L

っ
て
も
で
き
え
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
植
民
地
米
(
植
民
地
農
業
)
に

一
二
九



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
(
資
本
主
義
的
大
経
営
)
が
、
植
民
地
に
帝
国
主

義
国
が
と
っ
て
代
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ω
田
辺
勝
正
『
現
代
食
糧
政
策
史
』
日
本
週
報
社
、
昭
和
二
三
年
一

O
月、

一
二
三
一
ペ
ー
ジ
。

ω
食
糧
庁
『
食
糧
管
理
史
町
』
、
昭
和
一
一
一
一
年
一
一
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

同
開
日
本
は
「
援
助
」
額
の
二
・
五
倍
を
「
終
戦
処
理
費
」
と
し
て
支
払
っ
て
い
た
。

ヨ
援
助
』
が
な
く
と
も
占
領
軍
さ
え
い
な
け
れ
ば
、
日
本
の
経
済
は
な
り
た

っ
て
い
け
た
し
、
国
民
の
負
担
は
少
な
く
て
す
ん
だ
し
(
日
本
資
本
主
義
研
究

会
『
占
領
下
日
本
の
財
政
問
題
』
青
木
書
庖
、
昭
和
コ
一

O
年
四
八
ペ
ー
ジ
)

ま
た
、
小
谷
義
次
氏
は
、
対
外
援
助
の
本
質
を
「
国
家
資
本
の
輸
出
」
と

規
定
し
、
国
家
資
本
は
、
剰
余
価
値
を
生
み
、
利
潤
の
分
前
を
要
求
す
る
面

(
「
独
立
性
L

〉
と
、
国
家
権
力
を
媒
介
と
し
て
、
究
極
的
に
は
私
的
資
本
に

従
属
す
る
面
(
「
従
属
性
」
〉
の
ご
面
性
を
も
ち
、
私
的
資
本
に
た
い
す
る
国

家
資
本
の
特
徴
点
は
こ
の
「
従
属
性
」
に
あ
る
と
せ
ら
れ
る
(
東
洋
経
済
新

報
社
『
国
家
資
本
輸
出
論
』
昭
和
三
四
年
七
四
ペ
ー
ジ
。

ω
大
蔵
省
『
見
返
資
金
の
記
録
』
昭
和
二
七
年
七
ペ
ー
ジ
。

ω
日
本
資
本
主
義
研
究
会
前
掲
書
九
一
ペ
ー
ジ
。

制
「
見
返
資
金
時
別
会
計
」
源
資
は
「
援
助
」
額
に
み
あ
う
円
資
金
で
あ
る

た
め
、
割
安
に
売
払
っ
た
ば
あ
い
は
輸
入
補
給
金
も
源
資
と
さ
れ
る
。
こ
の

輸
入
補
給
金
は
「
国
民
大
衆
の
租
税
負
担
に
お
い
て
、
一
方
に
お
い
て
は
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
わ
が
国
に
た
い
す
る
従
属
化
・
軍
事
化
政
策
手
段
の
一

部
を
提
供
す
る
、
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
買
弁
独
占
資
本

に
た
い
す
る
高
い
利
潤
の
保
障
の
一
翼
を
担
う
意
味
で
、
再
び
、
わ
が
国
の
独

占
資
木
の
利
益
に
奉
仕
す
る
:
:
:
植
民
地
的
従
属
国
と
し
て
の
性
格
を
も
っ

わ
が
国
の
国
家
独
占
資
本
主
義
的
構
造
を
示
す
典
型
的
な
一
現
象
で
あ
る
」

(
小
谷
義
次
「
前
掲
書
」
一
一
八
ペ
ー
ジ
〉
と
せ
ら
れ
る
。
「
見
返
資
金
特
別

会
計
」
の
輸
入
補
給
金
の
額
は
、
六
二
七
億
円
で
見
返
資
金
繰
入
総
額
三
、

輸入食糧補給金(小麦〉

l輸入量|事価格|販売価格|補給金単価総額

i 千 tI t当I t当円| 円I100万円

。
oo 

nu 
Fhu ，
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〔食糧庁企画課調『食糧管理年報』昭和24年度版、 P414~ 5) 

月

24 4 ~1O 
1サ 100 21， 083.3 14，916.7 18，751 

11~3 540 95 23，033.0 11，167.0 6，030 

(小計〉 1，785 24，781 

25 4~6 475 23，750.80 10，449.2 4，963 

7~10 633 95 24，906.50 9，293.5 5，883 

11~3 792 25，511. 70 8，688.3 6，881 

(34，200円〉

(小計〕 1，900 17，727 

F
D
 。。cu ηο 計メ斗

口

O
四
二
億
円
の
二
六
%
に
あ
た
る
(
大
蔵
省
「
前
掲
書
」
四
七
ペ
ー
ジ
)

低
米
価
低
賃
銀
政
策
の
た
め
に
支
出
さ
れ
た
輸
入
補
給
金
は
一
年
間
に
右

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
の
財
政
負
担
が
、
よ
り
一
層
、
園
内

産
米
価
の
抑
圧
へ
と
む
か
う
の
で
あ
る
(
近
藤
康
男
「
新
し
き
農
民
の
危
機
L

『
日
本
一
評
論
』
一
九
五

O
年
六
月
号
、
四
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。

m
大
蔵
省
「
前
掲
書
」
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

年
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サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
会
議
全
権
団
が
携
行
し
た
「
B
資
料
」
で

は
、
生
産
拡
大
の
随
路
は
電
力
と
せ
ら
れ
、
電
力
確
保
に
は
外
資
導
入
が
必

要
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
外
資
償
還
と
関
連
し
て
、
東
南
ア
ジ

ア
開
発
を
促
進
せ
し
む
べ
L

ざ
こ
と
が
強
調
き
れ
て
い
た
(
林
雄
次
郎
編
『
日

本
の
経
済
計
画
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
三
二
年
、
二
つ
下
l
六
八
ペ

ー
ジ
)
。

川
仰
、
川
河
、
ゆ
、
大
蔵
省
「
前
掲
書
」
、
七
回
、
八

C
、
八
六
ペ
ー
ジ
。

間
こ
の
受
入
れ
可
否
を
め
ぐ
っ
て
、
食
品
加
工
資
本
は
じ
め
、
は
げ
し
い
論

議
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
結
局
製
粉
独
占
が
受
入
れ
に
賛
成
し
た
、
と
い
わ
れ

る
(
市
川
弘
勝
、
北
田
芳
治
編
著
『
国
家
独
占
資
本
主
義
と
日
本
の
産
業
』

青
木
書
広
、
昭
和
問
二
年
、
一
ニ
五
四
ベ
i

J

/

)

崎
通
産
大
臣
官
房
調
査
課
『
戦
後
経
済
十
作
史
』
昭
和
二
九
年
、
四
一
肉
ベ

ー
ジ
。

凶
経
済
企
画
庁
『
戦
後
経
済
史
(
経
済
政
策
編
)
』
昭
和
三
五
年
、
一
一
七
支
べ

ー
ジ
。

紛
農
林
大
匡
官
房
調
査
課
『
過
剰
農
産
物
裡
の
日
本
農
業
』
七
四
ペ
ー
ジ

O

M

附
「
日
本
が
帝
国
主
義
の
一
つ
の
山
脈
を
な
し
侵
略
戦
争
の
準
備
を
し
て
い

た
時
期
に
お
い
て
は
、
食
糧
自
給
は
戦
争
経
済
へ
の
一
課
題
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
今
日
の
地
位
に
お
い
て
は
、
食
糧
門
給
へ
の
方
向
は
、
逆
に
、
経
済

自
立
の
第
一
の
課
題
で
あ
り
、
戦
争
に
捲
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
可
能
な
る

努
力
で
あ
る
」
(
近
藤
康
男
『
激
動
期
の
農
村
問
題
』
京
大
出
版
会
、
昭
和

コ
一
O
年
、
七
三
ペ
ー
ジ
〕
の
で
あ
る
。

聞
こ
の
余
剰
農
産
物
購
入
協
定
に
よ
る
輸
入
に
た
い
す
る
関
心
は
見
返
資

金
、
財
政
投
融
資
資
金
源
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
見
返
資
金
の
額
、
お
よ
び

日
本
側
使
用
分
を
何
%
と
す
る
か
、
が
、
最
大
関
心
事
で
あ
っ
た
(
農
林
大
臣

官
房
調
査
課
「
過
刺
殺
産
物
挫
の
日
本
農
業
』
昭
和
三
ワ
年
一
一
一
月
、
七
四

ペ
ー
ジ
。
小
谷
義
次
「
前
掲
話
回
」
二
七
O
べ
!

J

/

)

。
長
期
資
金
と
し
て
の
「
余

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

剰
農
産
物
の
受
入
れ
が
農
業
に
不
利
に
作
用
す
る
と
す
れ
ば
、
取
り
も
直
さ

ず
農
業
か
ら
産
業
長
期
資
金
を
取
立
て
る
結
果
に
な
る
と
も
い
え
る
し
(
農

林
大
臣
官
房
調
査
課
『
農
林
関
係
財
政
資
料
』
昭
和
二
二
年
五
五
ペ
ー
ジ
)

ω
食
糧
庁
「
前
世
間
書
」
一
一
一
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

2 

的
入
麦
と
製
粉
工
業

一
般
に
大
企
業
に
よ
る
小
企
業
の
駆
逐
は
生
産
諸
条
件
の
差
を
基
抵
と

し
、
信
用
制
度
に
補
充
さ
れ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
日
本
の
製
粉
企
業
に
お

い
て
は
、
戦
前
す
で
に
四
大
製
粉
(
日
清
、
日
粉
、
日
東
、
昭
和
)
の
独
占
的

池
位
が
確
立
し
て
お
り
、
と
く
に
日
清
、
日
粉
は
そ
れ
ぞ
れ
、
三
菱
財

閥
、
三
井
財
関
の
一
原
を
形
成
し
て
い
た
。
戦
後
、
「
経
済
民
主
化
L

政

策
で
、
こ
の
関
係
は
一
時
う
す
れ
た
。
ま
た
大
製
粉
は
戦
災
な
ど
で
被
害
を

う
け
た
が
資
本
聞
の
生
産
諸
条
件
の
差
は
な
お
非
常
に
お
ミ
き
か
っ
た
。

戦
後
日
本
独
占
資
本
は
輸
入
食
糧
を
再
生
産
構
造
に
組
込
ん
だ
。
製
粉

資
本
は
こ
の
構
造
に
組
込
ま
れ
て
、
戦
後
発
達
し
た
。
輸
入
麦
増
加
が
大

企
業
と
小
企
業
の
生
産
諸
条
件
の
差
と
い
か
に
関
連
し
、
ま
た
、
製
粉
資

本
の
独
占
の
高
度
化
と
い
か
に
関
連
す
る
か
を
み
る
。

ま
ず
、
規
模
別
に
、
内
麦
と
外
麦
の
加
工
比
率
を
み
よ
う
(
表
5
)
。

昭
和
三
O
会
計
年
度
で
は
、
一
日
原
麦
処
理
能
力
一

0
ト
ン
未
満
工
場

で
内
麦
加
工
率
は
七
二
・
五
%
を
占
め
、
一
O
l
l
ニ
0
ト
ン
規
模
で
は

四
四
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
二

0
ト
ン
以
上
の
規
模
で
は
一
一
O
%
台

で
あ
る
。
工
場
規
模
が
大
き
〈
な
る
に
従
っ
て
、
内
麦
加
工
比
率
は
低
下

し
て
外
麦
加
工
比
率
、
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
逆
拘
関
係
発
生
後
の
昭
和
一
二

三
年
、
内
中
友
生
産
量
ば
一
二
心
年
の
九
二
%
に
減
少
し
て
い
る
年
で
す
ら
規
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戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
一
会
計
年
度
を
み
る
に
、
全
国
平
均
の
内
麦
加
工

比
率
は
一
七
・
五
%
に
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五

0
ト
ン
以
下
規
模

の
内
麦
加
工
比
率
は
上
昇
し
て
い
る
。
時
系
列
的
に
み
て
五

0
ト
ン
以
下

工
場
の
内
麦
加
工
比
率
上
昇
と
、
五

0
ト
ン
以
上
工
場
の
内
麦
加
工
比
率

の
減
少
が
顕
著
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。

以
上
よ
り
能
力
規
模
と
原
料
と
の
関
係
は
明
白
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、

単
位
工
場
あ
た
り
加
工
数
量
で
考
察
し
よ
う
(
表

6
)
。
ま
ず
昭
和
三
一
O
会
計
年
度
と
一
一
一
一
一
一
会
計
年
度

を
比
較
す
る
に
、
五

0
ト
ン
未
満
規
模
工
場
で
は
総

加
工
量
が
減
少
し
て
い
る
に
か
L
わ
の
ず
、
内
麦
加

工
量
は
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二

0
ト
ン
未

満
規
模
工
場
の
昭
和
コ
一
O
会
計
年
度
か
ら
三
三
年
度

に
か
け
て
一
工
場
あ
た
り
の
総
加
工
量
は
二
六
・
一

ト
ン
減
少
し
て
い
る
が
内
麦
加
工
量
は
一
四
・
七
ト

ン
増
加
し
て
い
る
。
二

0
ト
ン

J
五
0
ト
ン
規
模
で

は
同
期
間
に
総
加
工
数
量
は
一
二
六
・
六
ト
ン
減
少

し
て
い
る
が
、
内
麦
加
工
量
は
一
三
六
・
六
ト
ン
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五

0
ト
ン
以
上
規
模
工
場

と
の
き
わ
だ
っ
た
相
違
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
五

0
ト
ン
以
下
の
小
規
模
工
場
で

は
内
麦
が
原
料
と
し
て
不
可
欠
で
あ
り
、
か
つ
総
加

工
数
量
減
少
の
な
か
で
も
、
一
定
の
内
麦
加
工
量
を

維
持
、
も
し
く
は
加
工
量
を
増
加
し
う
る
工
場
の
み

模
別
内
麦
加
工
比
率
は
二

0
ト
ン
未
満
規
模
工
場
で
七
五
%
、
二
0
1
|

五
0
ト
ン
で
は
四
O
%
で
、
と
も
に
三
O
年
の
加
工
比
率
よ
り
上
昇
し
て

い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
五

0
ト
ン
以
上
規
模
の
内
麦
加
工
比
率
は
三

O
年
に
比
し
低
下
し
て
い
る
。
昭
和
三
五
会
計
年
度
に
は
全
体
に
内
麦
加

工
比
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
二

0
ト
ン
未
満
規
模
工
場
の
内
麦

加
工
比
率
は
八
O
%
を
二

0
1五
0
ト
ン
規
模
で
も
五
O
%
を
超
過
し
て

30 
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41 



-工場当り原麦加工数量

会計11日原麦 !rb .=E.-hn..~IM} 
年度| 処理能力[内麦加工量降加工量

却トン未満 1 105: 31 
20~50 トン 467.2
50~100 トン 1 1，725.0 
100トγ以上 18，814.0 

計 818.8

1 20トン未満 120.0
1 1 20~50トン( 側 8
33 I 50~100 トン 1 ， 427.0

! 100 rγ以上 6，817.5
ii十 928.1

1 20トン未満 103.01 117:0 
忽)~50 トン 602.6 1 1， 088. 5 

t 50~100 トン 1 ， 083.51 5，200.5 

1γ干川 18698!一トン 12，980.4 1 20，913. 
200トン以上 112，881. 4 1 78，830.1 

1 計 |1，四，71 8，905.8 

資料、 (表5)におなじ

(表的

30 

が
、
競
争
激
化
の
な
か
で
存
在
し
え
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
つ

つ
ぎ
に
、
規
模
別
に
用
途
別
小
麦
粉
生
産
量
を
み
る
(
表
7
)
。

小
麦
粉
の
二
大
用
途
は
製
麺
と
製
パ
ン
で
あ
る
。
昭
和
一
二

O
会
計
年
度

の
例
で
は
麺
用
小
麦
粉
の
占
拠
率
、
が
約
四
二
%
、
。
ハ
ン
用
小
麦
粉
の
占
拠

率
が
約
三
二
%
で
あ
る
。
そ
の
ご
製
パ
ン
用
小
麦
粉
の
生
産
比
率
は
や
ム

増
加
す
る
け
れ
ど
こ
の
比
率
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
。

工
場
規
模
別
に
用
途
別
小
麦
粉
生
産
比
率
を
み
れ
ば
、
工
場
規
模
が
小

さ
く
な
る
ほ
ど
麺
用
粉
比
率
が
大
き
く
な
り
、
大
規
模
化
す
る
ほ
ど
パ
ン

用
粉
加
工
比
率
が
高
く
な
る
。

製
粉
工
場
を
原
料
と
用
途
別
小
麦
粉
生
産
比
率
で
分
類
す
る
と
つ
ぎ
の

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

え係 (炎7) 工場規模別用途iilJ加工数量〔昭和30会計年度) (製品:t) 
るが)7---- rr1， ̂ I 
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担金 L 資料、 (表5)におな

大輪い伝閏結と す類る売たてり粉と 用 用 よ
露入こ統内合結こるで三競が麹、としす粉小粉毒う
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一一一一一一一



戦
後
日
本
の
制
捜
粉
工
業

め
る
「
海
工
場
」
は
外
麦
を
原
料
と
す
る
輸
出
を
前
提
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
小
製
粉
工
場
「
山
一
ム
場
」
は
国
内
農
業
か
ら
派
生
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
生
成
根
拠
が
さ
き
の
関
係
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
さ
ら
に
生
産
諸
条
併
の
差
が
こ
の
一
関
係
を
規
定
し
て
い
る
。

小
麦
は
禾
本
科
植
物
の
イ
ネ
科
ト
リ
チ
カ
ム
に
属
し
、
染
色
体
数
に
よ

っ
て
、
ま
た
色
や
播
種
期
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
が
、
使
用
上
は
含
有
た

ん
ぱ
く
質
の
質
と
量
に
よ
る
分
類
が
重
視
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
小
麦
は
硬
質
小
麦
、
普
通
小
麦
、
軟
質
小
麦
に
大
別
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
強
力
小
麦
粉
、
中
力
小
委
粉
、
薄
力
小
麦
粉
が
生
産

さ
れ
る
。

国
内
産
麦
に
は
一
部
準
強
力
粉
用
小
麦
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
中
力
粉

用
で
あ
り
、
硬
質
小
麦
、
軟
質
小
麦
は
輸
入
麦
で
あ
る
。
現
在
日
本
に
輸

入
さ
れ
て
い
る
代
表
的
品
種
と
し
て
、
硬
質
小
麦
は
ダ
ー
ク
・
ノ

I
ザ
ン

・
ス
プ
リ
ン
グ
、
ダ
ー
ク
・
ハ
l
ド
・
ウ
イ
ン
タ
ー
(
以
上
ア
メ
リ
カ

産
)
、
マ
ニ
ト
バ
・
ノ

1
4リ
ン
一
号
J
三
号
(
カ
ナ
ダ
産
)
、
軟
質
小
麦

に
は
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
(
ア
メ
リ
カ
産
〉
、

F
A
Q
(
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
〉
、
マ
カ
ロ
ニ
一
周
と
し
て
ア

γ
パ
1
・
デ
ョ
ラ
ム
(
ア
メ
リ
カ

.
カ
ナ
ダ
産
)
が
あ
る
。

〈
四
)

強
力
粉
は
製
パ

γ
用
に
使
用
さ
れ
、
中
力
粉
は
製
麺
用
に
使
用
さ
れ
、

薄
力
粉
は
製
菓
用
に
使
用
さ
れ
る
。
原
産
地
別
に
、
プ
メ
ワ
ヵ
、
カ
ナ
ダ

産
麦
は
製
パ
ン
用
に
、
内
麦
は
製
麺
用
に
使
用
さ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で

あ
る
。も

ち
ろ
ん
、
内
安
の
み
で
は
現
在
、
麺
用
粉
原
料
と
し
て
は
不
足
で
あ

る
。
乙
の
た
め
外
受
(
ウ
ユ
ス
タ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
を
中
心
と
す
る
が
、
ハ

一一一一四

〔表 8) 小麦粉の種類

種類|性 質|原料小麦[グルテン含有平用 途|

:蛋白質の多い粉!?ニトノ明)、ダー1(1) 議~Zi高級菓子・高級ノミン(
強力粉 11'ハードウインターlh m~Aゥ|バY

!で粘性が強い !(米)日f z-li|製荻・グルタ T

-F  
l力粉に次いでle升 二 "-Pー(1) :34 ~お製麺

準強力内蛋白質が多い l産品位麦、判。) 36 ~ 38パン

内地産中間質小麦、 1(1) 24 ~ 26.製麹
中力粉|蛋白質中位 |濠測川、麦、カナダ麦:(2) 27 ~ 29 グ

Iに米国麦を配合 :(3) 30 ~ 32 グ・パン

|最も炭水化物γ."，~ 7 T'/-I-f7 A ，j1) 18 ~ 20高級晃子
戸力 粉i 下スタ/ホワイト14 21~糊頭間子

i富み粘性が少し，IC米〉 d 24~判 グ



ー
ド
ウ
イ
ン
タ
ー
、
F
-
A
・
Q
も
使
用
さ
れ
る
)
が
麺
用
粉
原
料
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
。

規
模
別
に
、
麺
用
粉
に
お
け
る
外
麦
使
用
比
率
合
推
計
す
る
に
、
各
工

場
が
購
入
し
た
内
麦
を
全
量
麺
用
粉
に
加
工
し
て
も
、
二
O
O
十
ン
以
上

規
模
の
ヱ
場
で
は
約
五
五
%
、
一
五
O
I
l
-
二

0
0ト
ン
規
模
工
場
で
約

七
O
%
、
一
O
O
i
一
五

0
ト
ン
規
模
で
六
五
%
、
五
O
i
一

0
0ト
ン
規

模
工
場
で
も
約
五
五
%
、
二
O
l
五

0
ト
ン
規
模
で
二
O
%
全
規
模
平
均

で
五
五
%
、
そ
れ
ぞ
れ
麺
用
粉
原
料
に
外
麦
を
使
用
し
て
い
る
。
小
規
模

工
場
で
は
、
麺
用
粉
原
料
に
内
麦
宏
使
用
す
る
比
率
が
高
い
。
〈
統
計

上
、
麹
用
粉
に
は
即
席
麺
用
粉
、
マ
カ
ロ
ニ
一
周
粉
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
用

i

粉
な

ど
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
量
は
昭
和
三
七
年
で
は
即
席
麺
用
粉
は
約
七
万

ト
ン
、
マ
カ
ロ
ニ
用
粉
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
用
粉
あ
わ
せ
て
、
約
三
万
ト
ン
、
合

計
一
O
万
ト
ン
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
)

麺
用
粉
は
、
内
麦
を
原
料
と
す
る
限
り
「
取
り
分
け
」
(
後
出
)
は
重
視

さ
れ
な
い
二
部
で
は
、
ま
っ
た
く
「
取
り
分
け
」
を
し
な
い
一
工
程
一
種
類

の
「
一
本
換
き
H

ス
ト
レ
ー
ト
」
粉
が
麺
用
粉
と
し
て
最
通
と
せ
ら
れ
、
こ

の
使
対
価
値
を
前
提
と
し
た
麺
用
粉
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
ベ
取
り
分
け
」
設
備
を
備
え
な
い
小
製
粉
工
場
に
と
っ
て
、
内
麦
を

原
料
と
す
る
麺
周
粉
の
生
産
は
も
っ
と
も
過
し
た
も
の
と
い
え
る
。
昭
和

四
一
年
の
調
査
で
は
、
一
一

0
ト
ン
未
満
二
九
工
場
の
う
ち
、
二
六
工
場
が

「
取
り
分
け
」
製
粉
を
せ
ず
、
ま
た
、
二
O
i
五

0
ト
ン
工
場
二
二
工
場

中
、
四
工
場
が
「
取
り
分
け
」
を
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
能
力

五
0
ト
ン
以
上
は
全
工
場
「
取
り
分
け
」
製
粉
を
お
こ
な
っ
て
い
る
旬
。
外

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

麦
を
原
料
に
含
む
麺
用
粉
は
原
料
配
合
、
「
取
り
分
け
L

設
備
な
ど
の
設

備
、
技
術
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
小
製
粉
工
場
に
は
不
適
で
あ
り
、
大
製

粉
工
場
に
適
し
て
い
る
。

こ
の
大
製
粉
と
小
製
粉
の
設
備
、
技
術
の
差
が
、
小
制
捜
粉
工
場
に
お

い
℃
、
加
工
数
量
減
少
の
な
か
で
、
内
麦
加
工
数
量
を
た
か
め
て
い
る
原

因
で
あ
る
。
小
製
粉
工
場
の
内
麦
に
た
い
す
る
要
求
は
、
内
麦
の
う
ち
自

由
麦
加
工
比
率
の
高
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
(
表
9
)
。
と
く
に
昭
和
一
一
一

二
年
よ
り
、
麦
価
逆
輸
関
係
の
発
生
に
よ
っ
て
、
自
由
麦
価
格
が
、
政
府

麦
価
格
よ
り
高
価
と
な
っ
た
後
も
、
小
規
模
工
場
に
お
い
て
は
自
由
麦
使

用
率
が
高
い
こ
左
は
こ
の
こ
と
を
良
く
示
し
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
必

要
な
品
質
の
原
麦
を
必
要
量
購
入
す
る
こ
と
は
再
生
産
の
不
可
欠
の
前
提

で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
所
有
麦
は
割
当
創
刊
で
あ
る
た
め
、
内
麦
確
保
の

た
め
に
は
逆
鞠
の
条
件
下
で
も
自
由
麦
を
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
(
農
民

に
と
っ
て
、
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
は
現
金
取
引
で
あ
る
点
に
お
い
て
、

ま
た
課
税
を
免
れ
う
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
プ
ラ
ス
で
あ
る
)
。

以
上
の
ご
と
く
内
麦
は
小
製
粉
工
場
の
生
産
条
件
と
密
接
に
結
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
内
麦
生
産
の
減
少
と
外
麦
輸
入
の
増
加
は
、
大
製
粉
企
業

と
小
麦
粉
企
業
の
生
産
条
件
の
差
を
拡
大
し
、
不
可
避
的
に
小
製
粉
企
業

の
没
落
を
早
め
大
企
業
へ
の
集
中
を
促
進
す
る
も
の
と
い
え
る
。
き
ら

に
、
い
ま
ひ
と
つ
外
麦
輸
入
増
加
が
小
製
粉
工
場
の
没
落
を
加
速
し
、
大

製
粉
の
独
占
を
強
化
す
る
機
構
を
み
よ
う
。

昭
和
三
O
年
の
加
工
形
態
別
原
麦
処
理
数
量
一
を
み
る
に
、
〈
表
9
)
全
規

模
な
つ
う
じ
て
、
「
政
府
一
般
用
」
が
多
い
。
し
か
し
、
規
模
が
小
さ
く
な

る
に
し
た
が
っ
て
、
「
委
託
加
玉
(
民
間
用
ど
の
占
め
る
比
率
が
高
く
な
っ

五
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て
い
る
。
昭
和
三

O
年
に
は
分
類
上
、
委
託
加
工
の
う
ち
政
府
か
ら
の
委

託
加
工
(
学
校
給
食
用
、
試
験
用
)
と
民
間
か
ら
の
委
託
加
工
が
分
け
ら

れ
て
い
な
い
が
、
三
三
年
の
数
字
か
ら
推
定
す
る
に
、
二

0
ト
ン
以
上
の

委
託
加
工
は
ほ
と
ん
ど
政
府
か
ら
の
委
託
加
主
で
あ
り
、
一
一

C
ト
ン
以
下

の
工
場
の
委
託
加
工
は
ほ
と
ん
ど
民
間
か
ら
の
委
託
加
工
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
民
間
か
ら
の
委
託
加
工
に
は
農
家
か
ら
の
委
託
加
工
と
第
二
次

加
工
業
者
で
あ
る
製
麺
業
者
か
ら
の
委
託
加
工
と
が
あ
る
。

日
本
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
小
農
は
戦
前
日
本
資
本
主
義
の
発
達
過
程

で
、
低
米
価
低
賃
銀
政
策
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
、
ま
た
相
対
的
過
剰
人
口

の
淵
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
は
戦
後
も
変
ら
な
い
。
貨
幣
経
済
に
支
配
さ

れ
な
が
ら
、
低
農
産
物
価
格
政
策
で
貨
幣
収
入
額
が
少
く
、
し
か
も
労
働

力
涌
品
化
条
件
の
少
な
か
っ
た
段
階
で
、
農
民
は
過
重
労
働
と
過
少
消
費

(
現
金
支
出
の
減
少
と
現
物
白
給
部
分
へ
の
依
存
)
を
強
め
さ
る
を
え
な

か
っ
た
。
ま
た
、
現
金
収
入
率
の
高
い
米
を
売
却
し
て
安
い
農
産
物
を
自

給
す
る
こ
と
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
当
時
の
農
業
経
営
で
は
小
麦
の
ほ

x
五
OVA-が
自
給
用
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
c

小
麦
は
主
食
用
と
し
て

は
製
粉
し
、
製
麺
に
加
工
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
小
製
粉
工
場
に
お
い

て
委
託
加
工
形
態
の
多
い
理
由
で
あ
る
(
統
計
の
都
合
で
、
昭
和
三

O
年

の
数
字
を
示
し
た
が
、
年
代
を
逆
の
ぼ
る
に
し
た
が
っ
て
こ
の
傾
向
は
強

い
)
。
農
民
に
と
っ
て
、
地
域
的
に
分
散
し
た
小
判
決
粉
王
場
の
存
在
は
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
小
製
粉
工
場
と
小
血
肢
は
相
互
補
充
的

関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
輸
入
小
麦
は
農
民
か
ら
裏
作
を
奪
い
、
農
業
生

産
力
の
発
達
を
遅
滞
せ
し
め
、
内
麦
の
一
対
外
麦
価
格
比
を
高
か
ら
し
め
、

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

さ
ら
に
外
麦
輸
入
促
進
の
条
件
と
な
る
と
い
う
悪
循
療
を
形
成
し
、
内
麦

を
駆
逐
し
て
来
た
。
こ
れ
が
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
農
民
層
分
解
を
加
速

し
た
。
す
な
わ
ち
、
農
家
の
小
麦
生
産
量
と
自
給
部
分
は
減
少
し
、
委
託

加
工
量
は
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
小
製
粉
工
業
の
基
盤
の

一
つ
の
崩
壊
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

大
資
本
に
よ
る
小
資
本
の
時
四
透
、
独
占
の
両
度
化
は
資
本
主
義
の
鉄
の

法
別
で
あ
る
。
戦
後
世
界
史
段
階
(
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
探
化
、

民
族
解
放
闘
争
の
激
化
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
家
の
成
立
)
に
規
定
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
世
界
支
配
体
制
、
こ
の
一
環
と
し
て
の
占
領
体

制
、
安
保
体
制
下
で
の
日
本
資
本
主
義
の
資
本
蓄
積
構
造
(
従
属
国
的
低

米
価
低
労
賃
体
系
、
余
剰
農
産
物
の
売
上
代
金
の
財
政
投
融
資
資
金
化
)

の
結
果
増
加
し
た
輸
入
小
麦
は
農
民
の
没
落
を
は
や
め
、
小
製
粉
企
業
の

基
盤
を
喪
失
せ
し
め
、
大
製
粉
資
本
の
独
占
化
を
早
め
た
。
こ
の
か
ぎ
り

で
、
農
民
と
小
製
粉
企
業
は
共
通
の
運
命
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
政
治
的
経
済
的
基
盤
の
う
え
に
国
家
独
占
資
本
の
製
粉
工
菜
再

編
政
策
が
展
開
し
た
。
以
下
こ
の
過
程
を
た
ど
る
。

宮
山
)
も
っ
と
も
、
ニ
れ
は
、
現
在
の
技
術
を
前
提
と
し
て
の
闘
係
で
あ
る
。
日

本
の
小
麦
粉
に
あ
っ
た
製
パ
ン
技
術
の
吋
能
性
は
多
く
の
一
事
例
で
一
応
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
普
及
し
な
い
理
由
は
、
「
現
在
で
は
占
領
時
代
の
習
慣
と
大

規
模
生
産
の
強
み
で
ア
メ
リ
カ
パ

γ
が
圧
倒
L
て
い
る
」
(
中
山
誠
記
『
食

生
活
は
ど
う
な
る
か
』
岩
波
書
広
、
昭
和
三
五
年
、
一
五
Q
1
|
五
一
ペ
ー

ジ
)
の
み
な
ら
ず
、
内
麦
を
原
料
と
す
る
製
バ

γ
は
、
政
府
の
方
針
に
逆
行

す
る
た
め
普
及
し
な
い
の
で
あ
る
。

二
二
七



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

(
泌
〉
日
本
麦
類
研
究
会
『
小
支
一
類
二
次
加
工
業
実
態
調
究
結
果
』
昭
和
一
ニ
九
年

一
刀
、
四
一
ペ
ー
ジ
)

〈
忽
〉
農
林
省
『
農
林
関
連
企
業
の
現
沃
と
問
題
点
|
|
小
麦
粉
類
製
造
業
実
態

調
査
報
告
最

1
l』
昭
和
回
二
年
八
月
一
五
一
ペ
ー
ジ
。

食
糧
危
機
下
の
製
粉
工
業
育
成

食
糧
統
制
(
委
託
加
工
方
式
〉
と
製
粉
工
業

一
で
み
た
原
麦
一
再
編
成
の
墓
本
線
に
そ
っ
て
独
占
製
粉
資
本
巾
心
の
製

粉
工
業
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
の
製
粉
工
業
に
た
い
す
る

要
求
は
、
低
米
価
低
労
賃
政
策
の
一
環
と
し
て
の
低
価
格
小
麦
粉
の
安
定

確
保
に
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
、
戦
後
、
製
粉
原
料
の
小
麦
お
よ
び
製

品
の
小
麦
粉
、
さ
ら
に
製
粉
工
業
も
統
制
下
に
お
か
れ
、
独
占
化
の
一
条

件
で
あ
る
企
業
競
争
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
、
小
製
粉
工
場
に
た
い
し
て
も

育
成
政
策
が
と
ら
れ
た
。

い
ま
戦
後
に
至
る
統
制
の
過
程
を
ふ
り
か
え
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
日
中
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
、
政
府
は
経
済
統
制
を
強
化
し

た
。
食
糧
統
制
も
日
中
戦
争
激
化
と
と
も
に
帝
凶
主
義
戦
争
推
行
の
た
め

の
、
食
糧
の
安
定
確
保
の
た
め
強
化
さ
れ
た
。
小
麦
お
よ
び
小
麦
粉
の
統

制
は
流
通
過
程
(
集
荷
組
織
と
配
給
組
織
)
か
ら
生
産
過
程
(
製
粉
工
業
)

へ
、
価
格
統
制
か
ら
数
量
統
制
へ
、
ま
た
統
制
機
関
も
自
主
統
制
機
関
か

ら
国
家
的
統
制
機
関
へ
と
移
行
し
、
統
制
下
で
企
業
問
競
争
は
制
限
さ
れ
、

歪
め
ら
れ
内
攻
し
た
。

外
麦
輸
入
は
す
で
に
昭
和
八
年
三
月
の
寸
外
国
為
替
管
理
法
」
に
よ
っ

一
三
八

て
間
接
的
に
統
制
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
一
年
に
は
軍
需
品
の
優

先
輸
入
の
た
め
の
「
輸
出
入
口
問
等
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
令
」
で
小
麦
は

輸
入
制
限
さ
れ
、
大
手
八
社
(
日
清
・
日
粉
・
昭
和
・
日
本
・
東
福
・
大

阪
・
増
同
・
豊
国
)
は
昭
和
一
四
年
一
月
に
小
麦
輸
入
協
会
を
結
成
し
、

小
麦
愉
入
量
の
自
主
統
制
を
お
こ
な
っ
た
。
九
月
に
は
「
九
・
一
八
価
格

統
制
令
」
で
小
麦
粉
価
格
の
停
止
が
は
じ
ま
り
、
昭
和
一
五
年
一
月
一
一
一
一

日
に
は
大
型
八
社
の
最
高
販
売
価
格
が
指
定
さ
れ
(
八
社
以
外
は
地
方
長

官
が
指
定
)
銘
柄
数
も
一
一
種
類
に
制
限
さ
れ
た
。
同
時
に
二

O
Oバ
ー

レ
ル
以
ょ
の
一
五
社
は
全
函
製
粉
工
業
組
合
(
自
主
統
制
機
関
、
小
委
輸

入
協
会
を
吸
収
)
を
結
成
し
、
組
合
員
の
能
力
査
定
、
製
品
検
査
、
資
材

配
給
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

木
格
的
な
統
制
は
昭
和
一
五
年
の
、
「
輸
出
入
品
等
臨
時
措
置
に
関
す

る
法
律
」
(
昭
和
二
一
年
公
布
)
に
よ
る
「
麦
類
配
給
統
制
規
則
」
(
昭

和
一
五
年
六
月
)
、
「
小
麦
配
給
統
制
規
則
」
(
昭
和
一
五
年
七
月
、
こ

れ
に
よ
り
、
小
麦
は
「
麦
類
配
給
統
制
規
則
」
か
ら
は
ず
さ
れ
る
)
、
「
小

麦
粉
等
配
給
統
制
規
則
」
(
昭
和
一
五
年
八
月
)
に
は
じ
ま
る
。
こ
れ
ら

は
、
昭
和
一
六
年
に
、
国
家
総
動
員
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
公
布
さ
れ

た
「
生
活
必
需
物
資
統
制
令
」
〈
昭
和
二
ハ
年
一
一
一
月
)
を
法
源
と
す
る
「
'
支

類
配
給
統
制
規
則
L

(

昭
和
一
六
年
六
月
)
、
「
小
麦
粉
等
製
造
配
給
統
制

規
則
」

m
昭
和
一
六
年
七
月
)
に
切
替
え
ら
れ
、
統
制
は
強
化
さ
れ
た
。

コ
一
友
類
配
給
統
制
規
則
」
に
よ
っ
て
、
麦
類
の
出
荷
は
農
会
に
よ
っ

て
、
集
荷
は
産
業
組
合
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
農
家
保
有
麦
を
除
き
政

府
買
ト
し
げ
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
支
類
生
産
者
〈
地
主
を
含
む
〉
は
市

町
村
長
会
の
統
制
に
し
た
が
っ
て
出
荷
す
る
。
販
売
組
合
ま
た
は
農
業
倉



庫
業
者
(
麦
類
取
扱
業
者
)
が
集
荷
す
る
ば
あ
い
は
当
該
生
産
者
の
属
す

る
市
町
村
農
会
の
出
荷
統
制
に
従
い
、
集
荷
し
た
麦
ほ
当
該
道
府
県
を
区

域
と
す
る
販
売
組
合
連
合
会
ハ
連
合
農
業
倉
庫
業
者
を
含
む
〉
以
外
の
も

の
に
販
売
、
も
し
く
は
販
売
を
委
託
し
て
は
な
ら
な
い
。
販
売
組
合
連
合

会
は
全
国
購
買
販
貿
販
売
組
合
連
合
会
以
外
の
も
の
に
販
売
し
て
は
な
ら

な
い
、
と
規
定
さ
れ
た
。
全
国
購
売
組
合
連
合
会
は
政
府
以
外
の
も
の
に

売
却
し
て
は
な
ら
ず
、
政
府
は
購
買
し
た
大
麦
、
裸
麦
は
日
本
米
穀
会
社

(
国
策
会
社
)
に
払
下
げ
、
同
社
は
政
府
の
指
示
で
日
本
精
麦
組
合
連
合

会
所
属
精
麦
工
場
に
加
工
委
託
し
、
精
麦
後
政
府
の
指
定
す
る
配
給
団
体

を
通
じ
て
消
費
者
へ
配
給
さ
れ
た
。
小
麦
は
大
部
分
が
小
麦
粉
原
料
と
し

て
、
全
国
製
粉
配
給
株
式
会
社
及
び
地
方
長
官
の
指
示
す
る
小
口
製
粉
業

者
に
売
渡
さ
れ
た
。

小
麦
粉
の
流
通
経
路
は
、
「
小
麦
粉
等
製
造
配
給
統
制
規
則
し
に
よ
っ

て
二
つ
に
別
れ
た
。
す
な
わ
ち
指
定
小
麦
粉
製
造
業
者
(
農
林
大
臣
の
指

定
)
は
、
中
央
小
麦
粉
配
給
機
関
(
農
林
大
臣
の
指
定
)
以
外
に
製
造
小

麦
粉
を
売
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
後
者
は
地
方
小
麦
粉
配
給
機
関
(
地
方

長
官
指
定
)
以
外
に
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。
指
定
小
麦
粉
製
造
業
者
以

外
の
小
麦
粉
製
造
業
者
は
当
該
県
の
地
方
小
麦
粉
配
給
機
関
以
外
の
も
の

に
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。
.
地
方
小
麦
粉
配
給
機
関
は
配
給
計
画
を
定

め
、
地
方
長
官
の
許
可
を
え
る
。
さ
ら
に
設
備
の
新
増
改
設
を
せ
ん
と
す

る
も
の
は
農
林
大
臣
の
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
原
料
小

麦
と
製
品
小
麦
粉
の
流
通
経
路
が
統
制
さ
れ
、
小
麦
粉
は
政
府
の
「
準
専

売
」
の
か
た
ち
と
な
っ
た
。
す
で
に
前
年
の
「
小
麦
粉
等
配
給
統
制
規

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

別
」
(
昭
和
一
五
年
八
月
)
に
よ
っ
て
、
全
国
製
粉
協
会
が
中
央
小
麦
粉

配
給
機
関
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
一
五
年
一
一
月
に
は
指
定
製
粉
一

五
社
に
よ
っ
て
、
全
国
製
粉
配
給
株
式
会
社
(
資
本
金
一
、
五
O
O
万
円
)

が
設
立
さ
れ
、
製
品
の
一
手
間
貝
取
販
売
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
「
配
給
機
関
中
に
は
、
業
者
が
EU
己
防
衛
の
た
め
に
組
織
さ

れ
た
も
の
が
砂
く
な
く
、
従
っ
て
こ
れ
を
組
織
す
る
商
業
組
合
、
任
意
組

合
ま
た
は
個
人
業
者
及
び
配
給
機
関
自
体
に
お
い
て
も
、
そ
の
日
的
の
第

一
が
利
潤
追
求
に
あ
り
、
組
合
の
指
導
統
制
力
も
甚
だ
し
く
脆
弱
で
あ
っ

て
、
国
策
遂
行
者
と
し
て
の
資
格
に
飲
け
る
所
が
砂
く
な
か
っ
た
。
し
か

も
F

」
れ
等
の
配
給
機
関
が
(
崎
)
各
物
資
別
に
組
織
さ
れ
、
そ
れ
等
の
相

互
間
に
有
機
的
連
絡
を
泊
り
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
主
要
食
糧
の
総
合
的

な
円
満
配
給
は
望
み
難
い
」
な
ど
の
欠
点
を
も
っ
た
。

昭
和
一
七
年
七
月
一
日
に
「
食
糧
管
理
法
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
、
巾
央
、
地
方
食
糧
営
団
が
設
立
さ
れ
、
主
食
配
給
、
製
造
加
工
業
者

を
傘
下
に
結
合
し
、
主
食
配
給
業
務
を
担
当
、
流
通
経
路
を
は
じ
め
、
統

制
は
一
段
と
強
化
さ
れ
た
。
生
産
過
程
へ
の
統
制
を
み
る
に
昭
和
一
六
年

八
月
に
は
銘
柄
ば
全
婦
さ
れ
、
、
小
麦
粉
の
種
類
は
五
種
類
と
な
り
、
種
娯

別
小
麦
粉
製
造
割
合
も
規
定
さ
れ
た
。
一
七
年
六
月
に
は
小
麦
粉
供
給
量

増
加
の
た
め
一
五
社
(
二
O
O
バ
ー
レ
ル
以
上
)
製
造
の
普
通
小
麦
粉
に

は
澱
粉
が
一
O
%
(
重
量
比
)
混
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
八
年
に
は

混
入
割
合
二
O
一
%
と
な
り
、
一
九
年
に
は
澱
粉
以
外
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉

も
相
出
入
さ
れ
た
。
一
七
年
六
月
に
は
小
麦
粉
の
用
途
別
種
類
が
二
種
類
に

制
限
さ
れ
二
八
年
に
は
一
種
類
と
な
っ
た
。
歩
留
も
昭
和
二
ハ
年
か
ら
急

九
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〈表10) 製粉歩留の推移

l151社 1 <þ~~~ I !J'~~~ I 中型製粉 l 小型製粉 i 合計
最 高|平均

% % 
昭和15.8 177.0 C推定)1 

16.8 i80.0 (グ〉 i

17.8 187.8 

18.8 '89.8 

年 月

87.8 81.4 

91. 9 85.2 

86.0C推定)193.0C推定)… (ωj推往

製粉供楽部「粉」第1口3号

93.8 19.8 

速
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
同
町
和
一
五
年
の
七
八
%
が
二
ハ
年
に
八
O
V
A
、

一
七
年
に
八
六
%
、
一
八
年
に
八
九
%
、
一
九
年
に
は
九
一
%
と
な
り

四。

(ム小沢一
ω)、
製
粉
一
尿
期
比
一
は
皮
部
を
粉
砕
し
な
い
で
良
質
の
粉
詰
製
造
す
る
ζ

と
か
ら
、
皮
部
を
如
何
に
し
て
粉
化
す
る
か
に
変
化
し
た
。
こ
の
高
歩
留

粉
は
製
粉
技
術
を
一
幻
℃

O
年
前
に
逆
行
さ
せ
た
も
の
で
、
挽
砕
し
さ
え

す
れ
ば
良
く
な
っ
た
と
す
ら
い
わ
れ
る
。

唱
和
二

O
年
七
月
に
は
最
も
完
全
な
統
制
方
式
で
あ
る
委
託
加
工
制
が

実
見
さ
れ
た
。
委
託
加
工
方
式
は
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
、
中
央
食
糧
山
富

団
が
解
散
す
る
ま
で
、
営
団
が
政
府
か
ら
原
麦
の
委
託
を
受
け
、
営
団
は

こ
の
原
麦
を
製
粉
企
業
に
再
委
託
す
る
間
接
委
託
方
式
で
あ
一
っ
た
が
、
蛍

図
解
散
後
は
製
粉
企
業
の
団
体
(
能
力
五
一
バ
ー
レ
ル
以
上
「
製
粉
協

会
」
、
一
九

O
バ
ー
レ
ル
以
下
「
企
国
製
粉
組
合
連
合
会
」
お
よ
び
挽
砕
方

法
の
単
一
一
花
高
速
度
製
粉
企
業
の
団
体
で
あ
る
「
中
央
粉
食
協
会
」

r下、

中
央
食
糧
営
団
の
お
こ
な
っ
て
い
た
委
託
加
工
業
務
を
引
継
い
だ
。

昭
和
こ
三
年
に
、
農
林
省
は
経
済
民
主
化
に
即
応
し
、
主
要
食
糧
(
米
、

い
も
類
を
除

t)
加
工
経
済
団
体
の
統
制
的
色
彩
除
去
の
た
め
、
関
係

九
団
体
を
解
散
対
象
団
体
と
し
、
製
粉
関
係
三
団
体
も
業
務
内
容
ハ
委
託

加
工
契
約
締
結
、
原
料
・
資
材
の
割
当
、
加
工
費
受
払
い
な
ど
の
代
行
)

の
故
に
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
二
三
年
二
月
よ
り
、

政
府
が
直
接
製
粉
企
業
に
委
託
す
る
直
接
委
託
加
工
方
式
が
と
ら
れ
た
。

直
接
委
託
加
工
方
式
、
間
接
委
託
加
工
方
式
を
と
わ
ず
、
委
託
加
工
方

式
は
政
府
が
一
所
有
原
麦
を
製
粉
五
場
ま
で
逼
送
し
、
製
粉
工
場
は
規
定
に

従
っ
て
加
工
し
、
政
府
に
納
品
す
る
方
式
で
、
原
麦
代
金
、
運
送
費
は
不

要
で
あ
り
、
市
場
開
拓
の
必
要
も
な
く
、
高
歩
砲
の
た
め
、
生
産
条
件
の

優
劣
も
余
り
電
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
委
託
加
工
方
式
開
始
に
あ
た
勺
て
製



粉
企
業
は
「
商
的
権
利
」
の
喪
失
と
し
て
反
対
し
つ
づ
け
て
い
た
。
し
か

し
「
戦
争
の
現
実
が
苛
烈
を
極
め
る
に
至
り
政
府
に
押
切
ら
れ
」
た
。
一

部
に
は
戦
争
の
損
害
か
ら
解
放
さ
れ
ま
た
原
料
購
火
資
金
不
要
の
た
め
委

託
加
工
制
を
歓
迎
し
た
企
業
も
あ
許

ι
い
わ
れ
る
一
「
必
要
資
金
は
従
来
の

十
分
の
一
以
下
で
充
分
で
あ
っ
た
。

統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
の
製
粉
工
業
に
あ
た
え
た
影
響
を
み
て
お
こ
う
。

宍
戸
寿
雄
氏
は
委
託
加
工
方
式
の
製
粉
工
業
に
与
え
た
影
響
と
し
て
次

の
ニ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
原
麦
割
当
は
実
績
で
は
な
く
設
備
能
力
な

基
礎
と
す
る
割
当
基
準
能
力
に
応
じ
て
お
こ
な
わ
れ
、
原
麦
代
不
要
で
、

加
工
賃
は
グ
ル
ー
プ
別
に
定
め
ら
れ
た
た
め
小
企
業
は
小
企
業
な
り
に
能

率
を
あ
、
け
れ
ば
良
か
っ
た
た
め
中
小
製
粉
企
業
が
族
生
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る

h
Jら
に
運
賃
は
「
食
管
会
計
で
負
担
」
さ
れ
て
お
り
、
立
地
条
件

を
無
視
し
た
工
場
設
立
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
立
一
証
と
し
て

表
ぬ
ー
ー
を
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
、
宍
戸
氏
は
、
「
中
小
企
業
の
族
生
」
を
強
調
さ
れ
な
が
ら
も
製

粉
工
場
数
を
示
し
て
お
ら
れ
な
い
。
戦
後
製
粉
工
場
数
は
、
日
清
製
粉
調

査
室
調
べ
で
、
昭
和
二
一
年
に
二
、
四
四
回
工
場
、
二
二
年
に
四
、
四
九

O
工
場
〈
こ
れ
が
、
戦
後
、
統
計
上
も
っ
と
も
多
い
工
場
数
で
あ
る
)
で

あ
る
。
こ
の
他
に
、
小
工
場
は
統
計
数
字
の
約
三
倍
と
い
わ
れ
た
か
ら
、

小
工
場
を
約
二

0
0
0と
推
定
し
、
二
倍
の
四
、

0
0
0工
場
を
加
算
す

る
と
、
戦
後
最
高
時
の
製
粉
工
場
数
は
約
八
、
五

O
O工
場
と
な
る
。
さ

て
戦
前
の
製
粉
工
場
数
は
昭
和
一
七
年
の
中
央
食
糧
皆
同
調
査
に
よ
る
と

八
、
六

O
O工
場
で
あ
る
(
表
口
)
。
そ
の
他
、
戦
前
の
製
粉
工
場
数
を
示

戦
後
日
本
の
制
捜
粉
工
業

〈表11ー2)製粉工場数と能力

I~ 竺F型国工場竺
i l3屯以上|1吋お7
高速度 I

4屯汐 11， 103! 

全国製粉工業協1 1屯グ 1 1，216

j同組合連合会12屯庁 |684
!1屯 11 1 1791 

農業会製粉 i
|2屯グ 187¥

I太型17，482i
i 製粉協会 Iト|中型11田01

合 計 113，叫日37

註、高速度は 3jtf，未満、その他は 1屯
未満を含まず。
食糧管理局調査、昭和22年10月現在
(食糧庁、 『食糧管理統計年報』昭和23
年度版)

iF1iL2l品抽|
388! 

724 

11，081 

20 

21 

168 

602 

円

U

A

せ

ハU
o

o

q
L
 

20，682 22 

1， 080 

日清製粉調査室調(日清製粉株式会注

調査室町、麦経済と製粉工業JIPll) 

30，843 23 
31 

55 

135 
四
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に委主安どしの場(表12) 製粉工場数及び製粉能力前縄熊 す
次支託生でた統の 〔昭和17年〉 、 一 本 こ 調
にえ加が多こ計存 相三・れ査

主立正号警主語字|工場能力|日常|工場司訴前 t
条 Tこった休推でる: ←一寸数 Lノ・るて
件 もいと業測戦経 118屯以上 1 6，077.61 50 1ゐが鹿と

にのてし・さ前渡 19~18屯 1 1，860.41 539 1製存児昭東
ごみて廃れ、的 I~ . ~.~:~ I ~，~~~. i . ~~- I粉在島幸日京

いあたも止る昭基 19屯未満 2，448.21 8，043 1工す・六工
てりと、工。和盤| 計 1 10，386.21 8，632 1場 る {9'年業
考単きそ場たーが| I ~~'~~~'-I ~，~~“|が。縄現大

察にふれが1:'0 あ 存以の在学
し制れはでし年っ中央食糧営団調査政府指定工場 空仁九、工
よ度た 、た 、代た(~食糧管理統計年三 u昭和23年度版〉しの県岩業
う 的ご戦。終 に こ た 二 で 手 調
。なと前 i決戦、とと粉い小な年速い前 こ 統 、 ・ 査
氏 もくへ後前戦はに工る型どにのた 、 さ と 言 十 一 宮 部
のの、の J 、後示は場(製で産調こ小らがよ、城の
表で小復志一程しなの表粉、業査と製にわり三三・調
15は農 i目安八度てら存 14機一組がを粉、かあ O三査
!ななも 23年のいな在三械万合あか企いる〈き九重が
1 いどあ代に工るいをこが五、るす業支 03iだよ工・あ
をののり片 I 企場。が立れ所。農。統のひ )リ場岡る

吟 22五主童禁2よ寺量雪 8業君主主主 2τ中。
味 る 関 き 業 備存三型る接れ台団ー全し、 、ち長
す。係勺のな在 つ 工 こ 製 て の 体 O 販て戦 戦沖崎

(表13) 小型製粉機普及状況

昭和2年 3，264台

グ 6年 5，855台

11 8年 7，339台

グ 10年 8，866台

(農林省農務局『本邦農業要覧~ ) 

小型製粉機普及状況

所 有者I I昭和7年 I8年 I 9年 | 

産業組合l苦悩 議 1 ~g l z| 
|団体数 665 I 876 1，206 1， 591 

農業団体! | | l i 
!台数 699 I 916 i 1，256 1，658 

IJ!所有者数 9，502 I 9，942 11，251 I 11，674 
そ の但 1 ム 舶| | ! | |台数 110，075 1 10，542 11， 973 1 12，405 

CL i所有者数 I 10，495 I 11，278 13，194 I 14，276 
1 日1 台数 I 11，159 1 12，015 I 14，103 15，252 

(全販連調査、東京、鳥取、香川、福岡、長崎を含まず、全販連『小

麦の知識』昭和18年、 P.74より)

四

101p i 

1， 011 
1， 189 

(表14)

る
。
こ
の
表
の
示
す
主
要
な
点
は
、
戦
前
に
比
し
、
戦
後
は
関
東
地
方
お

よ
び
上
位
五
県
の
設
備
能
力
占
拠
率
、
が
低
下
し
て
い
る
点
に
代
表
さ
れ

る
。
し
か
し
こ
の
表
は
次
の
点
で
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
昭
和
一

O
年
の
統
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計
は
、
一
、

0
C
Cバ
ー
レ
ル
以
上
の
大
工
場
で
あ
る
か
ら
、
能
力
分
布

を
知
る
た
め
に
は
適
切
で
は
な
い
。
と
く
に
「
山
工
場
」
は
一
、

0
0
0

パ
l
レ
ル
(
約
一

ο
0ト
ン
)
以
下
の
小
規
模
工
場
が
多
い
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
小
規
模
工
場
の
能
力
は
統
計
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

昭
和
二
ハ
年
の
統
計
は
、
基
礎
資
料
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
工
場
規
模
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
麦
類
配
給
統
制
規
則
」

〈
昭
和
一
五
年
六
月
一

O
目
、
農
林
省
令
第
四
六
号
〉
に
よ
る
指
定
小
麦

粉
製
造
業
者
で
あ
る
な
ら
ば
一
一

O
O
バ
ー
レ
ル
以
上
、
「
麦
類
配
給
統
制

規
則
」
(
昭
和
一
六
年
六
月
九
日
、
農
林
省
令
第
五
五
さ
に
よ
る
な
ら

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業
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の
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と
い
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こ
と
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な
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零
細
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は
含
ん

で
い
ιぱい。

こ
れ
に
た
い
し
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
の
中
央
食
糧
営
団
の
調
査
で
は
、

一四一一一



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

表
凶

1
2の
と
う
り
で
あ
る
つ
調
査
対
象
工
場
数
は

八
、
六
三
二
工
場
で
あ
る
か
ら
、
相
当
零
細
な
工
場

ま
で
含
ん
で
あ
り
、
工
場
立
地
を
知
る
に
は
適
切

で
あ
る
。
宍
戸
民
の
昭
和
二
ハ
年
の
一
統
計
と
こ
の
一

七
年
の
統
計
を
比
較
す
る
。
表
日

l
ー
で
は
関
京
地

方
の
能
力
占
拠
率
は
四
五
・
一
二
%
、
上
位
五
県
の
占

拠
率
は
六
一
・
二
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

表
日

I
2で
は
、
関
東
地
方
の
占
拠
率
は
三
四
・
四

%
、
上
位
五
田
町
の
占
拠
率
は
四
四
・
二
vm
を
占
め
る

に
す
、
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
宍
戸
寿
雄
氏
の
一
言
わ
れ
る
ご
と
く
、

委
託
加
工
方
式
下
で
、
「
運
賃
を
食
管
会
計
で
負
担

す
る
と
い
う
加
工
方
式
」
で
、
立
地
条
件
を
無
視
し

た
工
場
の
乱
立
傾
向
が
あ
っ
た
と
し
℃
も
、
氏
の
い

わ
れ
る
ほ
ど
(
表
日

l
ー
ほ
ど
)
強
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
能
力
分
布
で
注
意
す
べ
き
点

は
大
工
場
「
海
工
場
」
能
力
ば
、
二
国
、
五
年
当
時

は
ま
だ
完
全
一
に
復
旧
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
戦

前
に
比
し
、
戦
後
の
能
力
分
布
が
異
る
一
因
に
も
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
工
場
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
設
立
さ

れ
た
か
を
み
る
た
め
、
当
時
の
製
粉
公
業
の
収
入
が
ど
の
程
度
、
委
託
加

工
賃
、
お
よ
び
こ
れ
に
と
も
な
う
収
入
に
よ
っ
て
い
た
か
を
表
日
に
み
よ

一
回
目

〔表16) 収入源別製粉工場分類 (昭和24.4~25.3)
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(註) 1-(川1).…….い….日...ロ一ノルレ製粉機、 口一ル延f長ミ15叩O吋以上、割当墓準能力 1
日原料10聴以上。

1-(2)…・・衝撃式粉砕機、精選機などを完備し、政府規定の製品、

副産物の分離可能なもの。割当基準能力 1日原料10殖以上。
2-(1)…・・ロール製粉機、 1ー (1)以外のローノレ製粉機と石臼製粉お
よび類佳の製粉機を使用。製品と副産物の分離可能。

2ー (2)"…衝撃式粉砕機、 1ー (2)以外の高速度製粉で、政府の指定
する製品と副産物の分離製造の可能なもの。

兼莱とは、賃加工、政府委託を二業種以上やっているもの。その他
政府委託とあらゆる業種を兼ねているもの。

(資料)~麦類政府委託加工工場の実態調査液告11 (食糧庁、昭和126.3.1)
P. P. 2~3 

計

ぅ
。
一
日
原
料
挽
砕
能
力
一

0
ト
ン
以
上
工
場

(
1
1
ω
ω
)は
、
委
託
加

工
賃
と
副
産
物
収
入
が
八
O
W
A前
後
を
占
め
て
い
る
が
、
一

0
ト
ン
未
満



工
場
で
は
一
二
瓦
%
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
山
工

場
」
に
多
い
一

0
ト
ン
未
満
工
場
の
立
地
条
件
は
、
こ
の
六
五
%
に
よ
っ

て
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
す
で
に
み
た
と
う
り
、
農

家
な
ど
か
ら
の
委
託
加
工
で
あ
る
。
運
賃
政
府
も
ち
で
あ
る
か
ら
何
処
で

も
良
い
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
日
本
資
本
主
義
の
発
達
段

階
、
そ
の
資
本
蓄
積
構
造
、
低
米
価
偽
賃
政
策
に
規
定
せ
ら
れ
た
立
地
に

設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
と
は
さ
き
に
あ
げ
た
加
工
形
態
別
原
麦

処
理
数
量
(
表
9
)
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
終
戦
直

後
、
政
府
指
定
工
場
以
外
に
多
数
の
工
場
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も

あ
き
ら
か
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
委
託
加
工
方
式
の
買
収
加
工
方
式
へ
の
移
行
は
、
中
小
製

粉
工
場
の
急
減
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
委
託
加
工
方
式
が
工

場
乱
立
、
立
地
条
件
変
化
の
根
本
原
因
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で

は
な
い
。
委
託
加
工
方
式
期
に
、
外
麦
輸
入
政
策
、
お
よ
び
こ
れ
を
テ
コ
と

す
る
低
米
価
低
賃
銀
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
小
製
粉
工
場
の
経
済
基
盤
は

全
く
変
化
し
た
。
こ
の
た
め
、
企
業
間
競
争
に
枠
を
は
め
て
い
た
委
託
加

工
方
式
が
、
中
小
製
粉
企
菜
没
落
の
一
阻
止
要
因
に
転
化
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
「
食
糧
統
制
は
、
立
地
条
件
を
も
変
化
さ
せ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
工

場
分
布
を
も
た
ら
し
た
。
統
制
経
済
の
意
図
し
た
も
の
と
別
な
効
果
を
こ

与
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
L
る
産
業
構
造
の
歪
み
は
、
統
制
撤
廃
と

と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た

ιの
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
再
び

も
と
に
一
皮
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
斗
』
と
い
う
見
方
は
不
充
分
と
お
も
わ
れ

る。

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

(
幻
)
田
辺
勝
正
『
現
代
食
問
団
政
策
史
』
(
日
本
週
報
社
、
昭
和
一
一
一
一
一
年
、
六

九
ペ
ー
ジ
)

(
お
〉
こ
れ
ば
、
「
各
社
の
銘
柄
と
地
盤
の
関
係
を
切
離
し
、
統
制
を
さ
ら
に

強
力
な
も
の
と
し
た
」
(
『
日
本
製
粉
株
式
会
社
七
十
年
史
』
、
昭
和
四
三

年
六
月
、
三
九
七
ペ
ー
ジ
)
。

(
斜
)
中
山
憲
『
製
粉
春
秋
』
東
京
パ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
、
昭
和
三
四
年
一

O

月
、
一
七
0
ペ
ー
ジ
)
。

(
お
)
青
山
周
『
製
粉
の
技
術
』
、
七
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
「
二
面
開
の
差
動
を
利
用
し
て
製
粉
す
る
ロ
ー
ル
製
粉
と
呉
る
機
構
を

有
し
、
高
速
度
回
転
に
よ
り
、
生
ず
る
衝
馨
体
の
粉
砕
圧
を
利
用
」
(
高
速

度
製
粉
工
業
会
「
高
速
度
製
粉
に
つ
い
て
」
、
『
食
糧
時
報
』
一
九
五
O
年

五
・
六
号
付
録
『
主
要
食
糧
並
に
優
良
食
品
解
説
』
一

O
!
一一

i
ベ
ジ
〉

(
幻
)
そ
の
後
各
団
体
は
「
工
業
協
同
組
合
法
」
に
よ
っ
て
、
協
同
組
合
組
織

に
改
組
さ
れ
た
。

(
お
〉
中
山
憲
『
前
掲
書
』
一
七
一
ベ
l
ク。

(
お
)
宍
一
戸
芳
雄
「
製
粉
工
業
の
実
態
」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
七
巻
第
三

号
)
昭
和
二
八
年
七
月
、
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

〈
ぬ
)
同
、
一
一
五
ベ

l
Aジ
。
(
お
よ
び
『
食
糧
管
理
史
F
』
三
四
七
ペ
ー
ジ
〉

(
訂
)
東
京
工
業
大
学
工
業
調
査
部
『
食
料
品
工
業
』
〈
日
本
工
業
分
布
の
調

査
研
究
第
四
巻
》
昭
和
一
六
年

(
幻
)
野
崎
保
平
『
食
糧
管
理
』
東
洋
書
館
、
昭
和
一
七
年
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
。

(
お
〉
食
糧
庁
『
前
掲
害
』
三
副
八
ペ
ー
ジ
。

付

2
、
委
託
加
工
方
式
下
で
の
製
粉
企
業
育
成

一
四
五



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

戦
後
製
粉
能
力
に
た
い
す
る
需
要
は
、
食
糧
不
足
、
米
不
足
、
麦
輸
入

増
加
な
ど
を
背
景
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
大
製
粉
能
カ
は
戦
前
の
一
一
一
分

の
一
に
低
下
し
て
お
り
、
政
府
は
食
糧
需
給
上
、
製
粉
能
力
の
育
成
を
必

廷
と
し
た
。
鉱
工
業
生
産
の
低
下
し
℃
い
る
段
階
で
、
製
粉
能
力
の
拡
充

の
た
め
に
、
設
備
用
資
材
、
動
力
用
電
力
、
お
よ
び
資
金
な
ど
を
政
府
は

優
先
的
に
割
当
て
、
製
粉
能
力
の
増
加
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
製
粉
企
業

は
、
農
業
と
は
異
り
、
ほ
と
ん
ど
が
、
資
本
主
義
的
経
営
で
あ
る
。
投
下

資
本
を
増
加
さ
す
た
め
に
は
、
適
当
な
利
潤
を
保
障
せ
ね
ば
な
ち
な
い
。

委
託
加
工
方
式
下
で
は
加
工
賃
と
操
業
度
が
企
業
利
潤
の
大
き
な
決
定
要

因
で
あ
る
。
操
業
度
は
、
原
麦
量
に
よ
っ
て
限
界
を
与
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
れ
を
所
与
と
す
る
加
工
賃
で
、
労
賃
お
よ
び
利
潤
が
保
障
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

終
戦
直
後
の
政
府
の
製
粉
能
力
育
成
策
は
、
ま
、
ず
、
「
未
利
用
資
源
(
澱

粉
粒
、
甘
藷
茎
菜
、
桑
残
葉
、
団
栗
)
」
用
製
粉
能
力
の
育
成
に
は
じ
ま

っ
た
。終

戦
直
後
は
、
食
糧
輸
入
量
も
僅
少
で
、
国
内
産
米
麦
量
も
少
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
政
府
は
雑
穀
や
「
未
利
用
資
源
」
を
供
出
さ
せ
、
製
粉

し
、
製
パ
ン
加
工
の
う
え
、
各
家
庭
に
配
給
す
る
計
画
を
た
て
昭
和
二

O

年
一

O
月
末
、
粉
食
原
料
集
荷
促
進
要
綱
と
し
て
地
方
長
官
に
通
達
し
た
。

こ
れ
は
「
資
源
」
の
量
的
確
保
を
第
一
と
し
、
最
終
製
品
は
適
当
な
価
格

で
地
方
食
糧
営
団
を
つ
う
じ
て
配
給
す
る
。
民
間
指
導
機
関
と
し
て
粉
食

協
会
を
中
央
、
地
方
に
設
置
す
る
な
ど
を
も
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
一
一
月
に
は
、
「
食
糧
増
産
確
保
に
関
す
る
緊
急
措
置
に
関
す

一
四
六

る
件
」
で
、

ω土
地
開
発
の
促
進
、
帥
化
学
肥
料
の
確
保
と
と
も
に
仰
と

し
て
未
利
用
資
源
の
開
発
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
資
源
の

徹
底
的
開
発
と
生
産
加
工
品
な
ら
び
に
魚
粉
な
ど
の
粉
食
材
料
を
食
糧
需

給
特
別
会
計
で
大
量
に
買
入
れ
る
。
②
大
規
模
製
粉
機
、
乾
燥
機
、
家
庭

用
小
粉
砕
機
類
を
急
速
に
整
備
す
る
。
③
資
源
活
用
の
研
究
、
食
糧
加
工

創
出
な
ど
を
政
府
が
命
じ
た
ば
あ
い
別
途
補
償
を
考
え
る
。
な
ど
の
方
針

が
決
定
き
れ
た
。
さ
ゆ
に
食
用
雑
海
藻
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
米
代
替

供
出
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
一
一
月
二
九
日
に
は
勅
令
第
六
七
三
号
で
食

糧
管
理
法
施
行
令
を
改
正
し
、
「
未
利
用
資
源
」
を
米
麦
藷
と
お
な
亡
く

食
糧
管
理
法
の
対
象
と
し
た
。
粉
食
化
に
必
要
な
設
備
と
し
て
、
粉
砕
機

乾
燥
機
、
載
断
機
、
パ
ン
焼
釜
な
い
と
を
中
央
粉
食
協
会
を
し
て
発
注
せ
し

め
た
。
昭
和
二
一
年
三
月
一
五
日
現
在
の
中
央
粉
食
協
会
か
ら
発
注
さ
れ

て
い
る
高
速
度
衝
撃
型
粉
砕
機
は
一
五
、
六
四

O
A口
で
あ
り
、
電
動
機
は

一
一
月
ま
で
に
コ
一
、
五
九

O
台
が
確
保
さ
れ
た
。
原
料
集
荷
促
進
指
導
一
費
と

し
て
約
三
二

O
万
円
、
加
工
施
設
設
置
者
に
た
い
す
る
助
成
費
と
し
て

四
、
六

O
O万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
高
速
度
製
粉
業
者

〔
部
)

が
「
奨
励
金
付
で
無
条
件
」
に
育
成
さ
れ
た
。
し
か
し
「
未
利
用
資
源
」

の
開
発
は
強
権
発
動
と
も
い
う
べ
き
非
常
拾
置
ま
で
お
ミ
な
っ
た
が
戊
染

「
釘
)

を
あ
げ
え
な
か
っ
た
。
計
画
に
よ
る
集
荷
予
定
数
量
は
当
初
計
画
で
は
米

換
算
一
五
二
万
石
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
一

O
O万
石
に
減
少
さ
せ
た
。

昭
和
二
一
年
二
月
一
日
現
在
の
実
績
は
七
万
二
、
六

C
C石
で
あ
つ
に
ち

「
未
利
用
資
源
」
開
発
政
策
の
失
敗
で
、
高
速
度
製
粉
能
力
は
小
麦
粉
加

工
能
力
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。



昭
和
二
一
・
二
二
年
と
国
内
産
食
糧
、
輸
入
食
糧
と
も
に
や
や
増
加
し

た
。
し
か
し
、
輸
送
能
力
と
加
工
能
力
の
不
足
も
あ
っ
て
食
糧
需
給
事
情

は
悪
く
、
二
二
年
七
月
、
東
京
都
の
遅
配
は
二
四
・
一
日
と
、
二
一
年
の

最
高
遅
配
記
録
を
突
破
し
た
。
農
林
省
は
緊
急
対
策
と
し
て
「
内
地
麦
類

お
よ
び
輸
入
穀
類
の
緊
急
加
工
対
策
実
施
要
綱
」
を
七
月
二
九

μ
に
決
定

し
た
。
主
な
内
容
は

ω各
工
場
の
全
能
力
を
発
揮
せ
し
め
る
た
め
二
四
時

間
操
業
を
強
行
す
る
(
従
来
は
平
均
一
一
了
三
同
問
)
。
夜
間
運
転
で
成

績
を
あ
げ
た
工
場
に
は
特
別
褒
賞
金
と
特
別
労
務
加
配
米
を
供
与
す
る
。

ω製
品
包
装
資
材
の
逼
迫
が
加
工
能
力
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、
確
保
に

つ
と
め
一
、
ま
た
カ
マ
ス
を
紙
袋
に
代
え
、
小
単
位
工
場
は
で
き
る
だ
け
代

位
配
給
庖
と
し
、
容
器
を
使
用
せ
ず
に
消
費
者
に
配
給
す
る
。

ω輸
入
食

溢
を
優
先
的
に
加
工
す
る
。

ω需
給
上
や
む
な
き
と
き
は
内
地
穀
類
に
か

(
拍
)

ぎ
り
ほ
穀
配
給
を
す
る
。
な
ど
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
八
月
に
は
、
「
輸

入
食
位
配
給
操
作
強
化
要
領
」
を
発
表
し
た
。
製
粉
工
菜
関
係
の
部
分
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

輸
入
食
糧
配
給
操
作
強
化
要
領
(
二
二
・
八
・
一
六
食
濁
管
理
局
〉

人
午
後
三
カ
月
の
食
糧
需
給
は
輸
入
食
糧
の
敏
速
確
実
な
る
配
給
操
作
に
依
存
す
る

所
大
で
あ
り
、
且
危
大
な
る
輸
入
食
糧
の
到
着
と
内
地
麦
類
の
出
廻
り
を
予
想
せ
ら

れ
る
の
で
、
之
が
加
工
輸
送
の
確
保
は
食
糧
危
機
突
破
の
鍵
な
る
に
鍛
み
、
輸
入
食

糧
の
加
半
お
よ
び
輸
送
能
力
を
最
高
度
に
発
仰
せ
し
め
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
。

一
-
一
一
(
略
)

コ
一
製
紛
、
精
麦
工
場
に
つ
き
政
府
の
指
定
を
行
い
、
右
指
定
を
受
け
た
工
場
に
対

し
て
は
、
輸
入
食
糧
の
在
庫
あ
る
限
り
園
内
産
食
糧
に
優
先
し
て
そ
の
加
工
を
行

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

わ
し
め
る
よ
う
措
置
念
講
ず
る
。
右
と
併
行
し
園
内
産
麦
類
に
就
て
は
玄
穀
の
ま

ま
輸
送
し
着
地
問
刊
に
お
い
て
小
単
位
工
場
を
動
員
し
て
加
工
を
行
わ
し
め
る
よ
う

措
置
す
る
(
農
林
省
)

四
政
府
指
定
工
場
に
つ
い
て
は
、
遅
く
と
も
八
月
二
十
日
よ
り
十
月
末
迄
昼
夜
無

休
送
電
の
措
置
を
講
ず
る
。
こ
れ
が
た
め
電
力
制
限
の
解
除
、
夜
間
送
電
の
利
用

の
ほ
か
専
用
線
設
備
を
有
し
な
い
工
場
に
つ
い
て
は
至
急
必
要
な
る
設
備
を
設
け

る
。
こ
れ
が
た
め
必
要
な
る
資
材
を
確
保
す
る
(
経
木
、
向
工
省
)

五
工
場
能
刀
を
最
高
度
に
発
揮
せ
し
め
る
た
め
、
一
日
二
十
四
時
間
一
ヵ
月
無
休

操
業
を
実
ぬ
せ
し
め
る
と
共
に
、
能
率
向
上
の
た
め
、
酒
、
煙
車
の
特
配
等
報
奨

め
一
泊
置
を
講
ず
る
(
農
林
省
、
大
蔵
省
、
物
価
庁
)

六
粉
の
包
装
用
資
材
お
よ
び
精
麦
の
製
品
並
び
に
副
崖
物
の
包
装
用
帆
主
た
は
俵

を
確
保
す
る
と
共
に
、
農
林
省
は
包
装
資
材
(
麻
袋
、
布
袋
、
紙
袋
、
俵
お
よ
び

爪
)
の
同
以
責
任
体
制
を
整
備
す
る
(
経
本
、
農
林
省
、
高
亡
行
)

七
加
て
一
能
刀
増
強
の
た
め
、
九
月
操
業
開
始
を
目
途
と
し
大
型
製
粉
五
、
Q
O
O

バ
ー
レ
ル
古
同
速
度
製
粉
二
、
四
O
O
馬
力
、
精
友
一
、

0
0
0馬
力
の
急
速
整
備

を
図
る
(
経
本
、
農
林
省
、
商
工
省
)
(
傍
点
|
|
引
用
者
)

し
か
し
電
力
不
足
を
も
主
な
原
因
と
し
て
二
二
年
八
月
の
加
工
実
績
は

計
画
の
約
七
三
%
に
し
か
達
せ
ず
、
と
く
に
小
型
工
場
、
精
麦
工
場
は
計

画
の
五
O
一

i
i六
O
%
と
低
か
っ
た
。
経
済
安
定
本
部
は
十
月
二
日
緊
急

措
置
と
し
て
、

ω十
月
末
を
限
り
、
原
則
と
し
て
設
備
能
力
一
五
O
バー

レ
ル
以
と
の
製
粉
五
一
工
場
〈
月
間
加
工
能
力
五
二
、
八

0
0
ト
ン
)
と

一
O
O
馬
力
以
上
の
高
速
度
製
粉
四
二
工
場
(
同
九
、
四
八
五
ト
ン
)
お

よ
び
精
麦
八
O
工
場
(
一
二
、
一
一

0
ト
ン
〉
、
合
計
一
七
三
工
場
(
八

三
、
三
九
五
ト
ン
)
に
つ
い
て
、
的
専
用
配
電
線
を
も
っ
工
場
は
緊
急
し

一
四
七
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材

名
i
所

要
部

門

銑
鉄

|
製

粉

普
通

鋼
々

材
|

製
粉

亜
鉛

鉄
板

|
製

粉

草
ベ

ノ
レ

ト
|

製
粉

ゴ
ム
ベ
ノ
レ
ト

|
 主

食
加
工
一
般

包
装

袋
|

製
粉

綿
縫

袋
糸

i
製

粉

口
縫

糸
|

製
粉

石
炭

|
精

麦

電
力

:
主

食
加

工
一

般

|
所

要
数

重
|

1

2明
追

加
分

描
ト

γ

2/23 
追
加
分

2
3
3
 

1
/
 

2/23 
追
加
分

100
グ

2/23 
配
当
分

3
，900平

方
メ
ー
ト
ル

|U 2/23 
2/23 

2/23 

追
加
公

配
当
分

配
当
分

追
加
分

追
加
分

30
ア
ー
ノ
レ

4，200，000 

20
，160

ポ
ン

ド

55
，7
2
5
ポ

シ
ド

5
，5
0
0
トン

1
，052

，O
O
O
K
W
H
 

性
ノ
レ
ザ
l
精

麦
製

粉
ド

/23
配
当
分

附
ロ

リ
ツ

1
ノレ

i

グ
リ

ス
|

精
麦

製
粉

I
2/23

配
当
分

2
5
ト
ン
|

1
自
〈

備

第
3

・
4
半
期
分
か
ら
先
渡
す
る
。

第
3

・
4
半
期
分
か
ら
先
渡
す
る
。

第
1
・
4
半
期
保
留
分
か
ら
害
l当
る
。

考

第
2
・
4
半
期
よ
り
綿
袋
を
割
当
て
る
。

第
2

・
4
半
期
及
保
留
分
か
ら
割
当
て
る
。

第
2

・
4
半
期
及
保
留
分
か
ら
割
当
て
る
。

確
保
広
努
め
る
。

確
保
に
努
め
る
。

第
1
・
4
半
期

1
カ
月
分

4
5
キ
ロ
リ
ッ
ト
ノ
レ
を

7
月
分
74

キ
ロ
リ
ッ
ト
ノ
レ
に
増

加
し
，

8
月
以
降

10
月
末
ま
で
毎
月
少
く
と
も

7
月
と
同
量
を
確
保
す
る
こ
と

に
努
め
る
。

第
1
・
4
半
期

1
カ
月
分

3
ト
γ
を

7
月

5
ト
ン

8
・
9
両
月
各

10
ト
ン
に
増

加
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
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に
可
及
的
速
か
に
こ
れ
が
準
備
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一
!
五
ハ
略
)

五
、
麦
類
の
加
工
能
力
の
増
強

国
内
産
主
友
頓
佼
び
輸
入
食
績
の
加
工
を
確
保
す
る
た
め
、
澱
粉
、
精
麦
工
場
の

能
力
を
最
高
度
に
発
揮
せ
し
め
、
原
則
と
し
て
昼
夜
運
行
を
行
い
、
所
謂
原
麦
配

給
は
極
力
こ
れ
を
避
け
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
が
た
め
次
の
措
皿
胞
を
講
じ
る
。

ω
既
存
製
粉
、
精
麦
工
場
の
機
械
設
備
の
補
修
整
備
を
緊
急
に
実
施
し
、
そ
の

能
率
発
揮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
在
工
事
進
行
中
の
新
増
設
工
場
は
こ
れ
を

、
、
、
、
円
注
1
v

急
速
に
完
成
せ
し
む
る
た
め
別
紙
に
よ
り
所
要
資
材
を
確
保
し
、
新
穀
出
廻
り

期
日
に
間
に
合
う
よ
う
に
工
事
を
促
進
す
る
。
(
経
木
、
商
工
省
、
農
林
省
)

ω
麦
類
に
必
要
な
電
力
及
び
石
炭
は
、
他
部
門
に
優
先
し
て
別
紙
数
量
の
割
当

を
確
保
し
現
物
化
に
努
め
る
。

な
ほ
目
下
進
行
中
の
電
力
専
用
線
工
事
は
極
力
促
進
し
新
穀
出
廻
期
に
間
に
合

う
よ
う
措
置
す
る
。
(
経
本
、
商
工
省
、
農
林
省
〕

ω
小
麦
粉
用
容
器
は
、
製
品
及
び
原
料
川
袋
の
回
収
再
生
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
不
足
数
量
袋
に
つ
い
て
は
新
袋
の
確
保
及
び
こ
れ
が
現
物
化
に
努
め
る
。

な
ほ
製
粉
業
者
に
対
し
運
転
資
金
の
融
資
を
い
勺
慮
す
る
。
(
経
木
、
商
工
省
、

農
林
省
)

ω
最
近
に
お
け
る
資
金
難
の
実
情
に
鑑
み
、
製
粉
、
製
麦
業
者
に
対
し
工
場
整

備
及
び
運
転
用
資
金
の
融
資
を
緊
急
に
実
現
せ
し
め
る
。
(
大
蔵
省
、
農
林
省
)

同
現
行
加
工
貨
を
至
急
適
正
に
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
支
払
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。
(
物
価
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
省
〉

ω
二
十
三
年
度
米
及
び
甘
し
ょ
の
早
期
消
費
、
新
米
及
び
新
甘
し
ょ
の
早
期
消

費
を
実
現
せ
し
め
る
描
紅
に
つ
い
て
は
、
九
月
以
降
に
お
け
る
外
国
食
障
の
輸

入
見
透
に
応
じ
別
途
措
震
を
講
ず
る
。
(
農
林
省
)

戦
後
日
本
の
製
粉
主
業

外
国
食
糧
の
輸
入
増
加
懇
請

園
内
的
に
は
布
の
如
く
各
産
の
緊
急
措
置
を
講
じ
七
月
乃
至
十
月
に
お
け
る

主
要
食
糧
の
配
給
操
作
に
万
全
を
期
す
る
も
計
画
数
量
に
一
時
的
に
若
干
の
組

際
を
来
す
虞
も
な
し
と
し
な
い
か
ら
日
本
政
府
は
連
合
軍
総
司
令
部
に
対
L
既

定
計
画
以
上
に
外
国
食
料
の
輸
入
を
増
加
せ
ら
れ
る
よ
う
懇
請
す
る
。
〈
経
本

農
林
省
〉

備

考

各
主
管
官
庁
は
本
措
置
の
実
施
に
つ
き
速
か
に
経
済
安
定
本
部
総
務
長
官
ハ
生

活
物
資
局
長
)
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
(
傍
点

l
i引
用
者
〉

以
上
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
食
糧
管
理
局
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
る
。

端
境
期
に
お
け
る
主
要
食
糧
確
保
緊
急
措
置
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
件

(
二
三
、
七
、
八
、
食
管
)

さ
き
に
閣
議
決
定
の
端
境
期
対
策
に
関
し
七
月
上
旬
に
於
け
る
之
が
進
捗
状
況

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
五
(
略
)

一
丸
、
麦
類
の
加
工
能
力
の
増
強

川
一
製
粉
、
製
麦
工
場
の
機
械
の
補
修
整
備
並
に
新
増
設
中
の
工
場
の
所
要
資
材

は
別
表
の
通
り
に
し
て
経
本
生
産
局
と
は
了
解
済
で
あ
っ
て
極
力
現
物
化
を
促

進
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
返
転
資
材
ハ
機
械
油
及
び
グ
リ
ス
〉
に
つ
い
て
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

機
械
治
に
つ
い
て
は
所
要
数
量
の
確
保
に
つ
い
て
経
本
に
お
い
て
了
解
で
あ

り
、
七
月
分
は
す
で
に
発
券
済
で
あ
る
。

グ
リ
ス
に
付
て
も
所
要
数
量
の
確
保
に
つ
い
て
経
本
と
は
ア
解
済
で
あ
り
七
月

分
は
発
券
済
で
あ
る
。

(7) 

一
四
九



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

同
動
力
関
係

石
炭
は
概
ね
所
要
量
を
確
保
で
き
る
見
込
で
あ
る
。

電
力
の
確
保
に
つ
い
て
は
次
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
六
、
三

O
二
三
電

一
、
一
二
七
号
に
よ
り
商
工
省
電
力
局
長
よ
り
各
商
工
局
長
に
通
達
済

的
電
力
の
割
当

小
口
使
用
者
で
委
託
加
工
を
行
な
う
も
の
に
対
し
て
は
最
盛
期
負
荷
率
を

適
用
す
る
。

同
電
力
需
要
区
分
の
一
時
的
変
更

委
託
加
工
工
場
の
う
ち
甲
の
川
刊
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
臨
時

的
に
甲
の
仰
と
し
て
取
扱
う
。

川
政
府
委
託
加
工
工
場
に
対
し
て
は
電
力
事
情
の
許
す
限
り
昼
夜
連
続
送
電

し
休
電
日
を
置
か
な
い
。

付
農
林
省
の
現
地
事
務
は
資
材
調
整
事
務
所
、
商
工
省
関
係
事
務
は
商
工
局

出
張
所
に
お
い
て
行
い
、
連
絡
を
密
に
し
て
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
。

H
H

小
麦
粉
用
包
装
容
器
に
つ
い
て
は
綿
袋
四
、
一
一

O
O千
袋
の
確
保
を
図
る
こ

と
と
し
六
月
二
十
九
日
付
G
H
Q
E
S
S
よ
り
そ
の
原
料
と
し
て
四
、

0
0
0

千
ヤ
ー
ル
の
国
有
綿
の
放
出
が
許
可
せ
ら
れ
た
。

同
製
粉
、
製
麦
工
場
の
整
備
資
金
及
び
運
転
資
金
の
融
資
に
付
て
は
農
林
省
総

務
局
を
通
じ
大
蔵
省
銀
行
局
及
び
日
本
銀
行
資
金
局
並
に
融
資
斡
旋
部
と
折
衝

を
行
い
左
に
よ
り
融
資
を
行
う
こ
と
に
了
解
が
成
立
し
、
近
く
各
食
糧
事
務
所

長
に
通
達
す
る
予
定
。

、
、
、
、
、
、

利
融
資
の
対
象
は
政
府
よ
り
加
工
の
委
託
を
受
け
る
製
粉
、
精
麦
工
場
(
除

小
型
製
粉
団
体
所
属
工
場
)
と
し
地
方
銀
行
(
原
則
と
し
て
取
引
銀
行
〉

よ
り
工
場
別
に
融
資
す
る
も
の
と
す
る
。

〈注
2
〉

融
資
の
金
額
は
別
紙
の
通
り
。

(ロ)

一五

O

融
資
の
方
法

日
本
銀
行
本
広
は
支
広
に
対
し
製
粉
、
精
麦
工
場
の
融
資
の
斡
旋
に
つ
い

て
通
達
す
る
。

日
銀
支
庖
は
、
右
通
達
に
基
い
て
世
か
舵
仔

p
u
u
u
砂
資
h

レ
ヴ
い
で
斡
骨

を
行
う
も
の
と
す
る
。

右
に
よ
り
地
方
に
於
け
る
融
資
の
実
現
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
地

方
よ
り
の
報
告
を
受
け
て
中
央
に
於
て
農
林
省
日
銀
協
議
の
上
、
別
途
措

置
を
講
ず
る
。

件

返

済
返
済
条
件
に
つ
い
て
は
借
受
人
と
銀
行
と
の
部
に
協
定
す
る
こ
と
と
す
る

が
七
月
以
降
受
領
す
る
加
工
賃
中
よ
り
な
る
べ
く
速
に
返
済
す
る
も
の
と

す
る
。

同
精
麦
工
場
向
運
転
資
金
は
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
告
示
第
三
十
七
号
別
表

に
掲
げ
る
産
業
資
金
貸
出
優
先
順
位
は
丙
種
で
あ
る
か
ら
製
粉
同
様
乙
種

の
取
扱
を
す
る
様
日
銀
の
諒
解
を
得
て
目
下
手
続
中
。

同
加
工
賃
の
引
上
に
つ
い
て
は
現
行
加
工
賃
の
約
二
・
二
倍
に
引
上
げ
る
こ
と

に
物
価
庁
と
原
則
的
に
了
解
が
成
立
し
、
本
年
の
新
麦
よ
り
適
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
目
下
物
価
庁
と
折
衝
中
で
あ
る
。
加
工
賃
支
払
の
迅
速
化
に
つ
い
で

は
、
概
算
払
制
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
目
下
概
算
払
実
施
の
た
め
必
要
と
す
る

食
糧
管
理
特
別
会
計
規
則
の
改
正
に
つ
き
手
続
中
で
あ
る
。

付
労
務
物
資
に
つ
い
て
は
左
に
よ
り
特
配
又
は
繰
上
配
給
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
、
七
月
二
日
経
本
生
活
物
資
局
長
よ
り
物
資
主
管
官
庁
に
通
達
済
で
あ

句。。
印
山
い 川

煙

草

四

、

三

一

一

O
、
0
0
0本

成
年
男
子
三
六
、

0
0
0人
に
対
し
月
三
十
本
宛
四
カ
月
分



(表17)復興金融金庫よりの食糧品工業部門
業種別融資金額 (昭和23年度

(ロ)

キ
ャ
ラ
メ
ル
一
三
八
、
八
七
二
箱
(
九
ト
ン
七
一
一
一

O
)

未
成
年
男
子
五
、
二
五
八
人
、
女
子
二
二
、
一

O
一人

計
一
七
、
三
三
九
人
に
対
し
月
二
箱
宛
四
カ
月
分

作

業

衣

五

四

、

一

六

四

点

労
務
者
五
四
、
一
六
四
人
に
達
し
作
業
衣
一
点
を
年
度
計
画
の
枠
内
か

ら
繰
上
配
当
す
る
。

単位1000円〉
。守

額金種業額金種業

35，000 品製手L100，000 詰缶

20，000 アミノ酸115，000 日旨油

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業 16，870 イースト72，750 粉製

700 麦製35，120 製

他そ

ン

藷粉・澱粉 32，000 

479，300 

(資料〉農林行政研究会『食糧行政』昭和24年 6月号

の

百十

51，400 

一般農林業

地

下

足

袋

二

七

、

0
0
0足

地
下
足
袋
所
要
労
務
者
三
四
、
四
九
五
人
に
対
し
年
度
計
画
の
枠
内
か

ら
繰
上
配
当
す
る
。

(注
2
)

資

金

関

係

。
大
中
型
製
粉
所
要
資
金

O
工
場
整
備
費

48，350 429，000 業糸

産

(表18)復興金融金庫の農林関係資金融資計画並実績
(昭和23年度単位1000円〉

|要求額|安本査定|融資実績 C~主主糧)1

5，584，州 ωふ州 838，037 (4川 00)i

213，000i 

業 110，595，00015， 029，000!2， 557， 450 

計 11叩 8，0001ふ577，0叫4川 37

蚕

オミ

メ込
口

備考

(1) 安本査定による23年度復金融資計画の各省合計は2，22

8千万円

(2) 融資実績は中央幹事会附議決定分のみ計上す。

(資料〉表17に同じ

六
五
、
コ
二

O
、
0
0
0円

六
五
、
三
一

O
、
0
0
0円

。
高
速
度
製
粉
所
要
資
金

四
一
、
五
七

O
、
一

O
O円

。
工
場
整
備
費

一
二
、
二
二
六
、
五

O
O円

。
経
営
資
金

二
九
、
三
四
一
二
、
六

O
O円

。
精
麦
所
要
資
金

一
回
二
、
四
五
一
、
一

O
O円

。
工
場
整
備
費

四
七
、
六
六
回
、
一

O
O円

。
経
営
資
金

九
五
、
七
八
七
、

O
O
O円

合

計
一一五

O
、
一
二
三
一
、
二

O
O円

(
傍
点
|
|
引
用
者
〉

以
上
の
ご
と
く
、
昭
和
二
三
年
ま

で
は
資
材
を
優
先
的
に
割
当
て
、
資

金
を
斡
旋
し
、
加
工
賃
の
値
上
げ
な

ど
を
つ
う
じ
て
、
政
府
は
積
極
的
に

五



製
粉
工
業
の
復
旧
と
新
増
設
を
促
進
し
た
。
さ
ら
に
資
金
に
は
復
興
金
融
資
状
況
は
表
げ
の
と
う
り
、
油
脂
、
缶
詰
業
に
つ
い
で
、
製
粉
工
業
に
は

金

庫

か

ら

の

融

資

が

あ

る

。

七

、

2
0
0万
円
が
融
資
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
昭
和
二
二
年
一
月
か
ら
二
四
年
三
月
ま
で
に
、
全
国
の
資
金
融
資
小
麦
粉
増
産
の
た
め
に
は
以
上
の
ご
と
き
、
資
金
、
電
力
、
資
材
の
優

額
の
五
O
%
を
占
め
た
復
金
か
ら
の
融
資
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
、
先
的
割
当
と
と
も
に
、
加
工
賃
の
「
適
主
化
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。

石
炭
、
肥
料
、
電
力
な
ど
に
た
い
し
て
重
点
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
食
料
品
統
制

F
の
加
工
賃
決
定
の
方
法
は
、
⑦
企
業
別
原
価
計
算
、
③
一
商
品

工
系
へ
の
融
資
は
、
附
ず
い
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一
二
年
度
の
復
一
価
格
、
③
グ
ル
ー
プ
別
原
価
計
算
の
一
二
方
式
が
あ
る
。
惣
粉
工
場
の
ご

山
県
金
融
金
庫
の
製
粉
工
業
に
た
い
す
る
融
、
負
方
針
は

ω食
糧
需
給
操
作
と
く
工
場
数
の
多
い
ば
あ
い
は
①
の
企
業
別
原
何
計
算
は
ほ
と
ん
ど
不
可

上
、
と
く
に
必
要
あ
る
地
区
の
新
設
は
厳
選
の
う
え
と
り
あ
げ
る
。
帥
既
能
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
間
格
差
が
あ
り
、
製
粉
工
場
能
力
の
拡
充
を
必

存
設
備
の
補
修
、
改
良
、
お
よ
び
値
憎
し
に
つ
い
て
考
慮
す
る

cω
高
速
，
要
と
す
る
段
階
で
は
②
の
一
商
品
一
価
格
制
在
不
滅
当
で
あ
る
。
製
粉
加

〈
拍
〉

度
製
粉
の
改
装
は
地
方
事
情
勘
案
の
う
え
と
り
あ
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
工
貨
は
グ
ル
ー
プ
別
原
価
計
算
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
加
工
賃
は
、
生
産

っ
た
。
昭
和
二
三
年
度
の
復
金
融
資
に
よ
る
食
糧
品
工
業
へ
の
菜
種
別
融
諸
条
件
の
差
の
み
な
ら
ず
規
模
別
操
業
度
も
加
味
さ
れ
た
。

〉

山

げ

ん

山

廿

一

札

北

町

た

と

え

ば

昭

和

二

一

年

六

月

以

降

の

製

粉

委

託

加

工

貨

は

表

き

に

t
~
ペ

町

制

〉

銭

8

M

U

の
と
う
り
で
あ
る

0
0製
粉
協
会
、

ω全
国
製
粉
組
合
連
合

目

リ

支

に

を

支

給

ぉ

明

人

品

、

全

国

農

業

会

、

同

配

速

度

製

粉

の

三

グ

ル

ー

プ

に

よ

っ

て

g
立
て
勾
機
を

u

H

L

t

-

t

川
た
J
U

山
川
茂
川
料
即
肌
付
峨
峨
識
一
門
的
製
粉
加
工
賃
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
別
に
加
工
賃
の

裸
凡
わ
ん
体
問
旧
(
円
に
に

4

問
2
勾
和
蒜
は
非
常
に
大
き
い
。
製
品
単
位
あ
た
り
加
工
賃
は
内
麦
を
原

二一

E
剖

2
3
賃

均

的

ω
昭

支

4
に

]

速

収

容

工

2

1

分
』
料
と
す
る
ば
あ
い
、
製
粉
協
会
の
加
工
貨
は
一
品
川
限
度
製
粉
の
加

ト
も
の
加
古
同

2

1

開

は
と
も
台
式
出
粉
加
粉
伎
一
新
工
賃
の
五
八
・
二
%
(
外
変
中
ハ
七
%
)
、
全
国
製
粉
組
合
連
合

空
抑
制
一
団
側
一
一

m
崎
糊
悼
会
舘
会
パ
鍋
会
の
加
工
賃
は
お
な
じ
く
六
一
・

2
(外
変
六
八
%
)
に
あ

ー
外
%
以
。
此
料
き
金
十
協
連
配
本
た
る
(
こ
の
加
工
賃
の
規
模
別
格
差
は
、
そ
の
後
縮
少
さ
れ

着
、
2

る
ロ
ロ

i
つ

手

合

業

在

日

。

、

日

玲

粉

上

そ

す

製

坊

に

償

数

粉

組

幸

『

九

)

ま

た

力

工

賃

決

定

の

前

提

と

せ

ら

れ

る

年

間

平

均

操

凶

麦

以

、

と

チ
o
抑
制
袋
王
子
粉
瑚
料
業
度
は
表
幻
の
と
う
り
で
あ
る
。

AE
内
留
れ
円

7

L

I

E

製

製

法

資

。

の

の

の

の

〈

以

上

の

ご

と

き

、

小

麦

粉

増

産

、

製

粉

企

業

育

成

政

策

に

よ

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

〔表19)<製粉加工賃〉昭和21.6. 9より
(小麦粉裸22kg)

~原料i'*'$ I kl$ I 也ーヅ ~I 内麦|外麦|

|製
!全
全
メ込
口

I旬

円 円
粉 協会 2.65 3.05 

国農業会

日連ヨ製合粉組会

速度製粉 4.55 4.55 
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(表21) 加工賃算定に用いられた操業度

1 I :k q，型|土 ~-l
昭和22年 40% I 30% 

|23年 i倒[峨|
中央割当工場 50% -

24年その他 i 36% I 36% 

中山憲「製粉工業の報告書J (W食糧工業』第 2巻第
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っ
て
、
製
粉
丁
ム
場
数
及
び
製
粉
能
力
は
復
旧
し
た
(
表
口
)
。
製
粉
工
場
数

の
変
遷
含
み
る
に
、
昭
和
二
一
年
に
は
二
、
四
四
四
工
場
、
昭
和
二
二
年

に
は
四
、
四
九
O
工
場
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
二
三
年
に
は
一
二
、
四
九
五

工
場
、
二
四
年
に
は
三
、
O
二
六
工
場
と
以
後
工
場
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
昭
和
二
二
年
の
増
加
は
「
未
利
用
資
源
」
加
工
を
目
的
に
設
立
ぎ
れ

た
高
速
度
製
粉
工
場
数
を
含
ん
で
お
り
、
一
一
一
一
一
年
の
工
場
数
の
減
少
は
、

ニ
二
年
一
一
日
に
実
施
さ
れ
た
日
産
一
・
五
ト
ン
未
満
の
零
細
工
場
の
契

陥
伊
除
数
と
、
昭
和
二
二
年
産
麦
割
当
方
針
(
二
二
年
六
月
決
定
)
に
お

い
て
、
不
良
工
場
(
粗
悪
製
品
製
造
工
場
お
よ
以
下
正
工
場
)
に
た
い
す

る
割
当
停
止
、
・
な
い
し
削
減
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
岡
山
わ
れ
る
。

製
粉
能
力
は
、
昭
和
二
一
年
一
O
月
の
八
万
八
千
バ
ー
レ
ル
が
二
二
年

一
O
月
に
は
一
六
万
五
千
バ
ー
レ
ル
、
二
三
年
一
O
月
に
は
二
四
万
バ
ー

レ
ル
に
増
加
し
て
い
る
(
表
幻
)
。

規
模
別
製
粉
能
力
占
処
率
ハ
表
幻
)
は
、
大
・
中
型
製
粉
(
五
一
バ
ー

レ
ル
以
上
)
工
場
が
昭
和
二
一
年
一
O
月
に
は
六
三
%
を
占
め
て
い
た
が
、

一
年
後
に
は
三
九
%
、
昭
和
二
三
年
に
は
四
一
%
で
あ
る
。
昭
和
二
一
一
J

三
年
段
階
に
は
小
型
製
粉
工
場
、
お
よ
び
高
速
度
製
粉
工
場
能
力
が
重
要

な
比
率
を
占
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
大
・
中
型
製
粉
工
場
の
加

工
数
量
の
占
処
率
は
能
力
占
処
率
よ
り
高
い
(
表
幻
〉
。
昭
和
二
一
年
七

月
か
ら
二
二
年
六
月
の
間
に
五
一
バ
ー
レ
ル
以
上
の
ク
ラ
ブ
会
員
で
八
二

%
を
占
め
た
。
二
二
年
七
月
か
ら
二
三
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
は
七
二

%
な
占
め
て
い
る
。
昭
和
主
了
|
二
一
一
一
年
当
時
、
能
力
占
拠
率
六
O
%
の

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

五
O
バ
ー
レ
ル
以
下
の
小
規
模
工
場
と
高
速
度
製
粉
業
者
で
三
O
克
を
生

産
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
終
戦
直
後
の
政
府
委
託
小
麦
粉
は

五
O
バ
ー
レ
ル
以
下
の
小
型
製
粉
企
業
、
高
速
度
製
粉
企
業
(
一
二
O
O
O

-
-
四
0
0
0工
場
に
お
よ
ぶ
〉
に
よ
っ
て
そ
の
三
分
の
一
が
支
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
電
視
す
べ
き
で
あ
る
。
「
今
ま
で
は
製
粉
工
業
の
中
に
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
が
一
ば
し
一
人
前
の
加
工
工
場
と
ム
町
、
顔
を
だ

し
て
き
て
、
食
糧
政
策
の
一
端
を
担
う
と
い
う
形
に
な
っ
た
」
と
い
わ
れ

る。
大
製
粉
企
業
の
加
工
能
力
は
、
昭
和
一
六
年
に
、
日
清
製
粉
が
一
一
五
、

G
九
五
バ
ー
レ
ル
、
日
本
製
粉
が
二
四
、
七
一
六
バ
ー
レ
ル
、
二
社
で
四

九
、
八
一
一
バ
ー
レ
ル
、
全
国
製
粉
能
力
一
一
八
、
。
。
O
J
r
勺

ν
ル
の

回
二
・
二
W
4

〈
昭
和
一
O
年
に
ほ
八
O
%
)
を
占
め
て
い
た
勺
じ
か
し
、

終
戦
特
に
は
日
清
製
粉
が
八
、
三
二
七
バ
ー
レ
ル
(
一
六
年
の
三
三
%
〉

日
本
製
粉
が
七
、
四
六
六
バ
ー
レ
ル
三
六
年
の
一
一
一
四
・
四
%
)
に
減
少

し
て
お
り
、
第
一
二
位
の
昭
和
産
業
が
二
、
六
O
O
バ
ー
レ
ル
、
戦
災
の
被

害
を
も
っ
と
も
強
く
受
げ
た
と
い
わ
れ
る
日
東
製
粉
の
能
力
は
戦
時
中
の

一
%
、
五
O
O
バ
ー
レ
ル
に
減
少
し
て
い
た
。
上
位
二
社
の
全
国
能
力
占

処
率
は
三
三
%
で
あ
っ
た
。

製
粉
能
力
に
対
す
る
需
要
増
加
と
い
う
好
条
件
の
な
か
で
、
大
製
粉
企

業
は
戦
災
保
険
金
、
借
入
金
な
ど
を
復
旧
資
金
と
し
て
能
力
の
回
復
を
は

か
っ
た
。

戦
時
中
、
シ
ル
ク
1

ル
生
産
の
失
敗
な
ど
で
負
債
を
負
っ
た
昭
和
産
業

は
一
時
再
生
を
あ
や
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
昭
和
二
一
年
七
月
ま
で
に
能
力

一
五
五



戦
後
日
本
の
製
粉
玉
業

四
、
五

O
Oバ
ー
レ
ル
ま
で
の
復
旧
計
画
を
た
て
、
資
金
約
五

O
O万
円

の
約
九
り
三
五

O
万
円
は
保
険
金
、
残
額
一
五

O
万
円
は
手
許
資
金
を
利

用
、
日
東
審
議
旧
資
金
に
戦
災
保
険
金
の
一
部
と
借
入
金
五

O
O万

円
を
使
用
し
た
。
日
清
製
粉
の
設
備
能
力
も
昭
和
二
一
年
に
は
昭
和
二
ハ

年
の
ほ
X
六

O
Z、
二
二
年
に
は
六
四
%
に
ま
で
回
復
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
、
旧
財
閥
系
の
大
型
製
粉
企
業
は
戦
後
「
民
主
化
」

政
策
の
影
響
を
受
け
た
。

昭
和
二

O
年
一

O
月
総
司
令
部
は
「
独
占
企
業
の
排
除
と
経
済
機
構
の

民
主
化
」
方
針
を
発
表
し
、
二
一
月
に
は
財
閥
そ
の
他
の
特
殊
会
社
一
八

社
と
関
係
三
三
六
会
社
の
活
動
制
限
、
資
産
凍
結
を
指
示
し
た
。

日
本
製
粉
は
三
井
本
社
に
よ
っ
て
株
の
四
九
%
が
保
有
さ
れ
て
お
り
、

三
井
財
閥
の
準
直
系
会
社
の
等
頭
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
た
め
二
一
年
三

月
二
ハ
目
、
第
一
次
の
制
限
会
社
に
指
定
さ
れ
た
。
制
限
会
社
の
指
定
を

受
け
た
た
め
日
本
製
粉
は
営
業
範
囲
を
通
例
の
業
務
に
制
限
さ
れ
、
増

資
、
社
債
発
行
、
配
当
決
定
、
資
産
処
分
、
新
規
資
本
設
備
の
購
入
借
受
け
な

ど
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
事
前
に
総
司
令
部
の
同
意
を
必
要
と
し
た
。
こ

の
た
め
工
場
開
の
施
設
の
移
再
出
〉
補
修
も
自
由
に
は
お
こ
な
え
ず
、
工
場

の
復
興
は
遅
帯
し
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
二
一
二
年
二
月
八
日
に
は
日
清
製

粉
、
日
本
製
粉
、
昭
和
産
業
の
三
社
が
「
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
L

の

対
象
企
業
と
な
り
、
企
業
分
割
問
題
に
も
直
面
し
た
。
し
か
し
伺
年
一
一

月
一
九
日
昭
和
産
業
が
除
外
さ
れ
、
二
四
年
六
月
四
日
に
は
日
清
製
粉
、

日
本
製
粉
も
解
除
さ
れ
た
。
終
戦
直
後
の
大
手
企
業
の
製
粉
能
力
回
復

の
遅
れ
は
、
い
ま
ひ
と
つ
、
大
手
企
業
向
け
の
機
械
設
備
の
生
産
遅
帯
が

一
五
六

(
段
〉

あ
る
。
(
大
手
企
業
が
戦
前
水
準
の
能
力
を
保
有
す
る
の
は
昭
和
二
七

i
l八
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
)
。

(斗

以
上
の
ご
と
く
、
統
制
(
委
託
加
工
方
式
)
下
で
製
粉
資
本
聞
の
市
場

競
争
(
原
料
市
場
、
製
品
市
場
)
は
潜
在
化
し
、
さ
ら
に
政
府
の
小
麦
粉

増
産
対
策
に
よ
っ
て
、
加
工
能
力
は
急
増
し
た
。
す
な
わ
ち
製
粉
能
力
は

昭
和
二
一
年
八
八
、

0
0
0バ
ー
レ
ル
、
二
二
年
に
は
一
六
五
、

0
0
0

バ
ー
レ
ル
、
二
三
年
に
は
二
四

O
、
0
0
0バ
ー
レ
ル
と
増
加
し
た
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
原
麦
(
国
内
産
麦
と
輸
入
麦
)
量
は
農
家
保
有
麦
を
も

含
め
て
、
昭
和
二
一
年
に
は
九
五
万
ト
ン
、
一
一
一
一
年
に
は
一
四
六
万
ト
ン

二
三
年
に
は
一
九

O
万
ト
ン
で
あ
り
、
原
麦
に
た
い
し
て
製
粉
能
力
は
過

剰
状
態
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
二
年
に
は
全
工
場
の
操
業
率
は

四
一
%
で
あ
り
、
昭
和
二
三
年
は

-
官
高
貝
角
向
い
大
工
場
で
も
、
二
二
年
度
が
五
一
%
、
二
コ
一
年
度
が
四
二
一
%
で
あ

り
、
小
型
業
一
明
は
一
二
六
%
巴
三
%
、
高
速
度
製
粉
業
者
は
三
二
%
に
一

一
%
で
あ
り
、
非
常
に
低
率
で
あ
る
。
に
も
か
も
ふ
わ
ら
ず
政
府
が
製
粉
能

力
育
成
に
力
を
入
れ
た
理
由
は
、
毎
月
平
均
し
た
加
工
が
で
き
な
か
う
た

た
め
で
あ
る
。
加
工
は
外
麦
輸
入
期
と
内
麦
収
穫
期
に
集
中
し
た
。
と
く

に
昭
和
二
一
年
の
小
麦
輸
入
は
七
月
、
八
月
、
九
月
の
三
ヶ
月
聞
に
集

中
、
二
二
年
の
小
麦
輸
入
も
八
月
と
九
月
に
集
中
し
て
い
る
。
昭
和
二
一

年
七
月
の
輸
入
量
は
六
月
の
三
倍
以
上
、
二
二
年
の
八
月
に
は
七
月
の
一
一
一

・
五
倍
、
か
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
食
糧
事
情
の
逼
迫
し
て
い
る
事
態
で
は
輸



(トン〕

|原 料|製 品| 料|製品
21.11 59，263 55，579 22.11 57，700 53，442 

12 24，590 22，966 12 30，423 27，954 

22. 1 46，729 44，110 23. 1 56，425 51，954 

2 42，146 39，926 2 106，563 102，257 

3 56，078 52，972 3 119，309 111，108 

4 36，793 34，670 4 52，066 47，791 

5 23，621 22，053 5 23，518 21，613 

6 24，272 22，737 6 24，650 22，380 

7 132，448 121，317 7 130，709 112，414 

8 195，389 176，976 8 163，689 139，148 

9 229，365 208，887 9 204，217 181，441 

10 193，829 177，908 10 146，766 129，765 

『食糧管理年報』

月別製粉加工量〈表24)入
麦
は
直
ち
に
製
粉
加
工
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
年
平
均
操
業
を
前
提
と

し
て
で
は
な
く
、
七
、
八
、
九
月
の
加
工
量
を
前
提
と
し
て
の
製
粉
能
力

が
必
要
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
昭
和
一
二
年
二
一
月
に
は
操
業
率
は
二

O

%
以
下
に
低
下
し
た
。
内
麦
端
境
期
で
あ
る
こ
と
と
外
麦
製
粉
が
お
こ
な

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

政
府
は
こ
の
た
め
食
糧
需
給
上
、
相
対
的
に
過
剰
な
製
粉
能
力
を
必
要

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

と
す
る
が
、
製
粉
企
業
に
と
っ
て
は
設
備
遊
休
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
委

託
加
工
方
式
下
で
は
原
麦
割
当
量
が
企
業
利
潤
決
定
の
最
大
要
因
で
あ
る

た
め
、
企
業
聞
の
原
麦
獲
得
競
争
は
、
統
制
下
で
は
あ
っ
た
が
激
烈
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
二
一
年
、
中
央
食
糧
営
団
解
散
後
、
製
粉
業
者

の
統
制
を
い
か
に
す
る
か
X
問
題
と
な
っ
た
。
大
型
企
業
は
大
・
中
・
小

全
製
粉
企
業
を
一
体
と
す
る
統
制
団
体
の
結
成
を
主
張
し
、
そ
の
実
現
を

推
進
し
て
い
た
が
、
原
麦
輸
入
事
情
が
相
当
変
化
し
、
見
透
し
困
難
な
状

勢
に
な
る
と
と
も
に
主
張
を
変
え
、
大
型
企
業
独
自
の
統
制
機
構
の
結
成

へ
と
動
い
た
と
い
わ
れ
る
な
)
原
麦
割
当
を
中
心
と
す
る
相
互
間
矛
盾
を
内

部
に
は
ら
ん
だ
単
一
統
制
団
体
よ
り
も
、
矛
盾
を
明
確
に
示
す
複
数
の
統

制
団
体
に
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
当
初
同

一
歩
調
を
示
し
て
い
た
中
型
企
業
と
小
型
企
業
が
分
裂
し
、
大
型
企
業
と

中
型
企
業
で
全
国
製
粉
協
会
(
五

O
バ
ー
レ
ル
以
上
〉
を
六
月
一
日
に
結

成
し
、
小
型
企
業
の
み
で
全
国
製
粉
組
合
連
合
会
を
六
月
一

O
日
に
結
成

し
た
。
こ
の
ニ
統
制
機
関
の
う
え
に
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
原
麦
割
当
の
平
等
化
が
は
か
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
「
製
造
の

割
当
は
所
謂
実
情
主
義
で
、
間
に
合
わ
せ
的
に
行
わ
れ
た
、
外
麦
の
割
当

は
内
麦
を
と
っ
た
上
大
工
場
優
先
に
二
重
に
操
業
を
繁
忙
な
ら
し
め
た
、

そ
の
結
果
日
清
の
如
き
は
決
算
面
に
四
割
の
利
益
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
。
原
料
を
め
ぐ
る
企
業
間
競
争
の
顕
著
な
例
に
ト

l
モ
ロ
コ
シ
加
工
が
あ
る
。

昭
和
二
二
年
に
六

O
万
ト
ン
近
く
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
輸
入
さ
れ
た
。

こ
の
輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
め
ぐ
っ
て
企
業
聞
の
競
争
が
あ
っ
た
。
農

一
五
七



戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

量

)

1
」

入

ン

一

一

戸
単
・
一
|
|
|
一

一

尚

一

川

げ

は

は

は

問

問

問

問

問

問

問

16，142 

29，452 

31，845 

46，321 

80，870 

154，869 

50，552 

170，081 

(製度篇〉

2 

16，400 

54，175 

15，161 

1，594 

『食糧管理史』

(表25)
林
省
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
高
速
度
製
粉
工
場
に
委
託
加
工
せ
し
め
る
方
針

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ロ
ー
ラ
ー
式
製
粉
業
者
は
、
ロ
ー
ラ
式
製

粉
機
で
加
工
す
れ
ば
皮
と
実
の
分
離
が
可
能
で
あ
り
、
粉
の
品
質
も
良

く
、
搾
油
も
可
能
で
あ
り
、
搾
り
粕
は
代
用
醤
油
ア
ミ
ノ
酸
の
原
料
と
な

り
、
フ
ス
マ
は
飼
料
と
な
る
。
他
方
高
速
度
企
業
救
済
の
た
め
と
は
い
L

な
が
ら
も
、
高
速
度
製
粉
機
で
加
工
す
れ
ば
皮
と
実
の
分
離
が
不
可
能
な

た
め
利
用
率
は
減
殺
さ
れ
る
、
物
資
不
足
の
甚
し
い
と
き
に
も
っ
た
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ロ
ー
ラ
ー
式
製
粉
企
業
に
委
託
加
工

さ
す
べ
き
だ
、
と
主
張
し
た
句
)
原
料
の
極
大
利
用
を
名
分
と
す
る
原
料
獲

得
の
た
め
の
主
張
で
あ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
高
速
度
企
業
は
、
政
府
の
切
な
る
勧
奨
に
よ
っ
て
、

無
理
し
て
設
備
し
た
の
で
あ
り
、
食
糧
危
機
が
切
り
抜
け
ら
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
放
任
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
高
速
度
企
業
の
活
路
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
委
託
加
工
で
打
開
で
き
る
と
期
待
し
て
い
た
。
油
脂
を
と
る
な
ど
合

一
五
八

理
的
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
且
旦
は
ロ
ー
ラ
ー
式
よ
り
多
く
な
る

し
、
油
を
含
有
し
て
い
る
た
め
栄
養
価
も
高
い
筈
だ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

加
工
に
固
執
し
な
い
が
、
機
械
の
運
転
で
き
る
原
料
を
与
え
て
ほ
し
い
、

と
主
張
し
た
。

こ
の
両
者
の
主
張
に
た
い
し
て
政
府
は
、
高
速
度
製
粉
業
者
の
窮
状
に

た
い
し
て
は
政
府
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
合

理
的
な
利
用
も
必
要
だ
、
現
在
の
と
こ
ろ
高
速
度
業
者
の
適
当
な
救
済
方

法
は
見
当
ら
な
い
(
片
柳
長
官
)
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
以
内
に
限
定

し
て
小
麦
を
高
速
度
企
業
へ
委
託
加
工
さ
せ
て
も
良
い
と
思
う
が
、
大
製

粉
企
業
が
承
諾
す
る
か
ど
う
か
疑
問
だ
、
こ
の
点
が
う
ま
く
ゆ
け
ば
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
合
理
的
加
工
も
可
能
で
あ
り
、
高
速
度
製
粉
企
業
も
救
済
で

(
回
)

き
る
(
米
麦
課
技
官
)
と
発
言
し
て
い
る
。

当
時
製
粉
企
業
に
と
っ
て
、
原
料
獲
得
が
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
業
者

聞
の
割
当
獲
得
競
争
の
激
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
高
速
度
製
粉

企
業
は
、
操
業
一
年
に
し
て
、
す
で
に
「
適
当
な
救
済
方
法
は
見
当
ら
な

い
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

(

M

品
)
食
糧
庁
『
食
糧
管
理
史
V

(
上
)
』
昭
和
三
三
年
、
七
四
ペ
ー
ジ
。

(
お
〉
『
中
央
粉
食
情
報
』
昭
和
二
一
年
一
一
一
月
一
五
日
。

(
お
)
『
日
本
食
糧
新
聞
』
、
昭
和
二
二
年
六
月
四
日
。

(
幻
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
一
一
一
年
五
月
四
日
。

(
お
)
田
辺
勝
正
『
前
掲
書
』
一
三
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

(
ぬ
)
『
時
事
』
昭
和
二
二
年
七
月
コ
一

O
日。

〔
必
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
二
二
年
一

O
月一一一日。

ハ
け
世
)
『
食
糧
年
鑑
』
一
九
四
九
年
版
、
一

O
三
ペ
ー
ジ
c



資

金

隠

係

(
必
)
中
村
孝
義
「
復
金
融
資
と
食
糧
品
工
業
」
(
『
食
糧
行
政
』
昭
和
二

四
年
六
月
号
、
二
一
ペ
ー
ジ
)

ハ
刊
日
)
『
日
本
食
糠
新
聞
』
昭
和
二
四
年
八
月
一
六
日
。

(
仏
)
『
同
右
』
昭
和
二
一
一
年
六
月
一
五
日
。

(
必
〉
宍
戸
芳
雄
、
前
掲
論
文
、
一
一
七
ペ
ー
ジ
。

(
日
油
、
門
出
、
必
)
『
日
本
制
捜
粉
株
式
会
社
七
十
年
史
』

(
羽
)
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
一
一
一
年
五
月
一
一
一
日
。

(
印
〉
『
財
界
動
向
』
昭
和
一
一
一
年
三
月
一
一
一
一
目
。

ハ
日
〉
『
日
本
製
粉
株
式
会
社
七
十
年
史
』

(
臼
)
同
右
、
五

O
六
ペ
ー
ジ
。

〈
日
)
『
日
本
食
糧
新
聞
』
昭
和
二
四
年
八
月
一
六
日
。

(
弘
)
同
右
、
昭
和
一
二
午
五
月
一
一
日
。

(
日
)
全
国
製
粉
理
事
長
、
浜
口
文
一
一
(
同
右
、
昭
和
二
二
年
六
月
四
日
〉

(節、

U
、
日
〕
『
日
本
食
燈
新
聞
』
昭
和
二
二
年
三
月
一
一
一
目
。

戦
後
日
本
の
製
粉
工
業

一
五
九




